
一
 
は
じ
め
に
 
 

作
家
出
発
斯
の
泉
鐘
花
は
尾
崎
紅
葉
の
指
導
の
も
と
作
品
を
別
件
し
た
 

紅
葉
の
徹
底
し
た
指
導
ぶ
り
と
、
鋭
花
の
恩
師
に
対
す
る
栗
揮
は
、
数
々
 
 

の
逸
話
を
残
し
て
い
る
。
紅
葉
の
指
導
は
、
現
存
す
る
鏡
花
の
自
筆
原
稿
 
 

に
残
さ
れ
た
紅
紫
の
添
削
か
ら
も
瑞
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
n
 
紅
葉
は
綿
 
 

花
の
原
稿
に
付
箋
す
る
な
ど
し
て
r
寧
に
掩
削
を
施
し
て
い
る
。
紅
紫
の
 
 

添
削
を
軽
た
作
品
は
、
「
紅
嚢
」
あ
る
い
は
、
「
紅
葉
」
と
作
者
の
比
ハ
譜
、
 
 

ま
た
は
、
作
者
の
署
名
に
 
「
紅
葉
閲
」
を
添
え
た
署
名
の
形
で
H
の
〓
を
 
 

見
た
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
発
表
当
時
に
も
時
々
姐
板
に
戟
せ
ら
れ
た
じ
 
 

本
篇
収
む
る
所
予
備
兵
義
血
侠
血
の
二
篇
、
春
陽
登
が
こ
の
夏
の
 
 

出
版
物
中
表
装
の
意
匠
秀
れ
た
る
も
の
ゝ
 
扇
な
り
。
こ
の
二
篇
比
ハ
に
 
 

場
所
を
北
陸
道
に
置
き
所
謂
ロ
オ
カ
ル
、
カ
ラ
ア
を
附
せ
し
は
金
沢
 
 

の
人
な
り
と
い
ふ
鏡
花
子
が
考
案
な
る
可
く
、
対
話
の
老
練
に
し
 
 

て
、
人
物
と
相
過
せ
る
は
い
づ
れ
紅
葉
子
が
才
筆
な
る
吋
し
 
 

（
上
田
敏
「
な
に
が
し
」
『
帝
国
文
学
』
第
八
 
明
二
八
・
八
・
．
〇
）
 
 

作
家
出
発
期
の
鏡
花
 
 

－
 
紅
葉
の
添
削
と
そ
の
影
響
を
中
心
に
－
 
 『

取
舵
』
 
の
如
き
は
紅
葉
子
が
署
名
の
栄
を
与
へ
し
に
も
係
ら
ず
、
 
 

鏡
花
子
の
作
中
第
二
の
拙
劣
た
る
べ
し
。
兎
角
許
す
る
ほ
ど
の
も
の
 
 

に
あ
ら
ず
。
 
 

（
内
日
蝕
庵
 
「
小
脱
界
の
新
潮
流
 
（
殊
に
泉
鏡
花
ナ
を
許
す
）
」
 
『
国
 
 

こ
 
 

民
之
友
』
一
三
ハ
∴
‖
ヴ
 
明
．
．
八
・
九
・
 
 

ん
記
の
評
言
の
な
か
で
上
田
敏
が
、
作
品
の
舞
台
を
北
陸
に
設
定
し
た
 
 

こ
と
を
金
沢
山
身
で
あ
る
流
花
に
よ
る
も
の
と
し
、
人
物
た
ち
の
老
練
な
 
 

る
対
話
を
紅
紫
の
手
に
よ
る
も
の
と
指
摘
し
た
こ
と
や
、
内
田
魯
庵
が
、
 
 

紅
葉
の
署
名
で
発
表
さ
れ
た
 
「
取
舵
」
を
鏡
花
の
作
で
あ
る
と
看
破
し
た
 
 

の
は
、
鏡
花
と
紅
葉
雨
作
家
の
特
徴
を
知
り
尺
、
く
し
た
同
時
代
人
の
慧
眼
 
 

と
い
え
よ
う
n
引
用
文
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
「
取
舵
」
は
、
明
治
二
八
年
 
 
 

‖
『
太
陽
』
の
別
川
‖
ヴ
に
紅
葉
の
署
名
で
発
表
さ
れ
た
が
、
翌
年
の
『
太
 
 

陽
小
説
第
．
編
』
 
に
収
録
さ
れ
た
際
に
は
鏡
花
の
署
名
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
血
花
袋
は
 
「
其
の
時
分
に
、
君
 
（
泉
鏡
花
1
筆
者
 
 

往
）
 
が
貴
い
た
の
を
紅
葉
さ
ん
の
名
に
し
て
 
『
太
陽
』
 
か
な
ん
か
に
出
し
 
 

た
ね
、
『
取
り
舵
』
あ
れ
は
ポ
が
か
い
た
ん
だ
な
、
た
し
か
、
、
、
、
。
《
中
略
》
 
 

（
泉
氏
に
向
つ
て
）
 
あ
れ
は
君
が
書
い
た
ん
で
す
ね
」
 
（
「
新
潮
合
評
会
」
 
 

魯
 
 

恵
 
卿
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大
1
四
二
ニ
・
八
）
 
と
取
り
L
げ
、
そ
の
後
も
、
江
見
水
蔭
『
硯
友
社
と
 
 

壁
整
二
昭
二
・
四
 
改
造
杜
）
 
に
よ
っ
て
「
こ
れ
は
一
寸
複
雑
な
問
題
 
 

ゆ
ゑ
、
軽
々
し
く
書
け
ぬ
け
れ
ど
、
世
間
周
知
の
事
で
 
『
太
隅
』
糾
‥
イ
の
 
 

『
取
舵
』
 
は
正
に
泉
鏡
花
の
作
に
相
違
な
い
の
だ
。
併
し
、
そ
れ
は
原
文
 
 

を
殆
ど
完
膚
無
き
ま
で
に
手
を
入
れ
た
事
も
事
実
な
の
だ
い
 
体
は
鋭
花
 
 

で
、
衣
は
紅
葉
と
で
も
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
か
」
と
再
度
触
れ
ら
れ
て
い
 
 

る
。
「
取
舵
」
 
の
例
に
見
ら
れ
る
共
同
執
筆
は
明
治
の
当
時
に
お
い
て
も
 
 

稀
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
後
々
ま
で
話
題
に
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 

ま
た
、
「
取
舵
」
 
の
原
作
者
が
誰
か
と
い
う
問
題
が
繰
り
返
し
取
り
L
げ
 
 

ら
れ
る
背
景
に
は
、
当
然
「
取
舵
」
の
成
立
事
情
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
 
 

た
こ
と
が
関
わ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
 
 

紅
紫
の
添
削
の
跡
を
残
す
鏡
花
の
原
稿
の
存
在
は
員
垂
で
あ
り
、
紅
葉
の
 
 

添
削
を
師
範
間
の
情
の
深
さ
に
還
元
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
添
削
の
 
 

様
相
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
後
に
展
開
さ
れ
る
鏡
花
文
学
と
の
関
連
 
 

性
を
見
出
す
こ
と
に
、
原
稿
の
持
つ
櫻
極
的
な
意
味
を
求
め
る
べ
き
で
は
 
 

な
い
か
。
 
 
 

泉
鏡
花
の
自
筆
原
稿
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
ま
ず
、
三
田
英
彬
氏
 
 

の
『
泉
鏡
花
の
文
学
』
 
（
昭
五
一
・
九
 
桜
楓
社
）
所
収
の
「
「
義
血
侠
血
」
 
 

研
究
－
初
稿
・
再
稿
・
全
集
本
の
間
－
」
や
「
「
蝦
膜
法
師
」
 
に
つ
い
て
」
 
 

な
ど
一
連
の
自
筆
原
稿
を
材
料
と
し
た
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
三
旧
氏
の
 
 

論
考
は
、
早
い
時
期
に
自
筆
原
稿
に
注
目
し
、
諸
原
稿
の
比
較
を
通
し
て
 
 

作
品
の
変
化
を
跡
づ
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
越
野
格
氏
 
 

「
観
念
小
説
の
た
め
の
序
章
（
2
）
－
鏡
花
作
『
義
血
侠
血
』
論
」
 
（
『
国
 
 

語
国
文
研
究
』
第
五
五
号
 
昭
五
〇
・
一
こ
 
は
、
「
売
血
侠
血
」
 
の
主
 
 

題
を
義
務
と
私
情
と
の
相
剋
と
捉
え
て
き
た
従
来
の
研
究
が
、
紅
葉
に
 
 

よ
っ
て
改
変
さ
れ
た
 
「
凝
血
快
血
」
 
に
感
づ
く
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
。
 
 

越
野
氏
に
は
他
に
、
鏡
花
の
別
作
の
方
法
を
「
お
弁
当
二
人
前
」
と
「
怪
 
 

語
」
 
に
お
い
て
立
証
し
よ
う
と
し
た
「
「
観
念
小
説
論
」
 
の
た
め
の
序
車
 
 

－
鏡
花
に
お
け
る
（
虚
構
）
 
の
意
味
」
 
昌
図
譜
閲
文
研
究
』
第
五
六
号
 
 

は
∵
止
一
・
八
）
、
「
鏡
花
の
観
念
小
説
－
そ
の
人
間
條
を
め
ぐ
っ
て
－
」
 
 
 

（
『
日
本
近
代
文
学
』
第
二
四
慌
【
 
佃
鱒
圭
一
∴
0
）
な
ど
の
論
考
が
あ
る
。
 
 

…
方
、
松
村
友
視
氏
「
『
鶉
血
侠
血
』
 
の
変
容
－
紅
葉
改
作
を
め
ぐ
っ
て
」
 
 

（
『
〓
本
近
代
文
学
』
第
一
一
二
集
 
昭
五
九
∴
○
）
 
は
、
「
義
血
侠
血
」
 
 

の
再
稲
と
全
集
本
と
の
詳
細
な
比
較
を
試
み
、
鏡
花
の
創
作
意
図
を
浮
き
 
 

彫
り
に
し
よ
う
と
し
た
。
松
村
氏
は
、
・
他
に
、
「
鏡
花
初
期
作
品
の
執
筆
 
 

時
期
に
つ
い
て
－
『
自
鬼
女
物
語
』
を
中
心
に
－
」
 
毒
三
田
国
文
』
第
四
 
 

号
 
昭
六
〇
・
一
〇
）
に
お
い
て
「
自
鬼
女
物
語
」
の
執
筆
時
期
を
論
じ
 

一
 
 

る
中
で
、
鏡
花
の
自
筆
原
稿
に
見
ら
れ
る
紅
葉
の
添
削
の
特
徴
に
つ
い
て
 
 
1
3
 
 

一
 
 
 

触
れ
て
い
聖
 
 

以
降
、
松
村
氏
の
研
究
と
、
原
稿
の
複
製
『
自
筆
稿
本
義
血
侠
血
』
（
昭
 
 

六
一
 
山
 
山
 
高
冒
波
書
店
）
 
の
刊
行
に
触
発
さ
れ
た
細
く
、
「
義
血
侠
 
 

血
」
 
の
原
稿
を
利
用
し
た
研
究
が
続
き
、
弦
巻
克
二
氏
「
『
自
筆
稿
本
義
 
 

血
侠
血
』
 
管
見
」
 
蒜
女
子
大
国
文
』
一
〇
六
 
乎
元
・
一
二
）
、
奈
良
崎
 
 

英
穂
氏
「
『
暫
判
事
』
 
か
ら
『
義
血
侠
血
』
 
ヘ
一
読
み
の
場
の
転
換
を
め
 
 

ぐ
っ
て
ー
」
 
（
『
日
本
文
芸
研
究
』
四
五
1
四
 
平
六
二
一
）
、
田
中
励
儀
 
 

氏
「
「
為
血
侠
血
」
成
立
考
－
注
釈
へ
の
試
み
」
 
（
『
泉
鏡
花
文
学
の
成
立
』
 
 

平
九
・
一
一
双
文
社
出
版
）
 
が
拭
い
た
。
 
 
 

こ
う
し
た
研
究
状
況
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
紅
葉
の
繚
削
が
加
え
ら
 
 

れ
た
自
筆
原
稿
に
つ
い
て
言
及
し
た
研
究
は
、
叫
都
の
作
品
に
偏
っ
て
お
 
 

り
、
原
稿
全
体
に
亘
っ
た
研
究
は
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
鏡
花
初
期
作
 
 
 



品
研
究
は
、
鏡
花
の
文
学
的
達
成
を
捉
え
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
 
 

も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
自
筆
原
稿
を
対
象
に
し
た
研
究
は
、
初
期
鏡
 
 

花
を
知
る
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
間
遠
い
な
か
ろ
う
。
 
 
 

如
上
の
関
越
意
識
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
、
鏡
花
の
初
期
作
品
の
う
 
 

ち
、
鍵
花
の
自
筆
原
稿
に
紅
紫
の
添
削
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
「
餓
壁
」
 
 

（
明
二
七
・
一
〇
、
一
二
「
 
「
義
血
侠
血
」
（
明
二
七
・
一
こ
、
「
妙
の
一
 
 

心
」
（
明
二
八
・
こ
、
「
取
舵
」
（
明
二
八
・
こ
、
「
旅
僧
」
 
（
明
二
八
・
四
 
 

り
こ
 
 
 

「
 
「
貧
民
倶
楽
部
」
（
明
二
八
・
七
）
、
「
怪
語
」
（
明
三
〇
・
七
）
、
「
お
 
 

弁
当
三
人
前
」
（
明
三
一
 
こ
、
「
蛇
く
ひ
」
（
明
三
一
 
三
）
、
「
蝿
傾
法
 
 

師
」
（
明
三
五
・
こ
 
の
一
〇
篇
の
自
筆
原
稿
を
対
象
に
し
て
、
紅
葉
の
涼
 
 

削
の
あ
り
よ
う
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
鏡
花
と
紅
葉
の
関
係
に
つ
い
て
 
 

も
考
察
を
行
う
。
 
 

二
 
鏡
花
の
初
期
作
品
に
対
す
る
紅
葉
の
添
削
の
あ
り
よ
う
 
 

（
一
）
 
作
品
に
反
映
さ
れ
た
自
伝
的
な
要
素
の
削
除
 
 

鏡
花
は
、
作
品
の
素
材
を
自
分
の
身
辺
や
経
験
か
ら
探
し
出
す
傾
向
が
 
 

見
ら
れ
、
「
取
舵
」
、
「
お
弁
当
三
人
前
」
、
「
聾
の
一
心
」
 
は
、
自
伝
的
な
 
 

要
素
が
素
材
と
し
て
使
わ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
 
 
 

ま
ず
、
名
人
肌
の
彫
工
で
あ
っ
た
鏡
花
の
父
滴
次
を
モ
デ
ル
と
し
た
と
 
 

さ
れ
る
「
皆
の
一
心
」
 
は
、
重
病
を
患
っ
て
い
る
金
銀
の
細
工
師
一
心
の
 
 

作
品
に
対
す
る
執
着
と
、
死
に
至
る
ま
で
の
一
心
と
家
族
の
様
子
が
描
か
 
 

（
1
い
 
 

れ
る
が
、
原
稿
に
は
、
人
物
た
ち
の
心
情
描
写
が
多
く
見
え
る
。
 
 

ぜ
・
几
 
ち
 
 
J
j
ぞ
ん
 
な
 
 

せ
ん
じ
つ
す
で
 
 
苦
 
 
L
心
・
 
 
 
せ
う
ね
ん
 
 
 
へ
1
）
 
全
治
の
望
無
き
よ
し
は
 
（
、
）
 
先
日
既
に
絶
痛
を
恐
が
†
少
年
 
 

み
・
 
 
さ
、
や
 
 

の
耳
に
囁
き
ぬ
。
 
 

「
予
」
 
 

上 （ （ 

の
主
 

と
な
る
勿
れ
」
 
は
、
何
れ
 

治
 

一 

乃
 
一
 
心
一
家
と
は
折
か
ら
の
知
り
合
い
で
、
 

研
 
れ
 
れ
 
薗
 
た
 
作
 
三
 
品
 
人
 
前
 
の
 

】  

冒
 
頭
 
部
 
を
 
以
 
下
 
に
 

い 

取
 
用
 
ら
 
 

す
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が 
右 
の 

引 さと  

む  

ば 1】 

心㍑王血 せうね人   

ほ・  ～一 

‥享子 

る 

会うき に 

っ 
か 

け 

なる 

】     寸、        －む－かTん  

たり （。）  

し  

吋⊥ト小・ヤ  

とは  

し 

と 
せ 
⊥⊥章小  

これ  

を 
ふ  

む 

とて、一  

王
で
 
 

喜
－
え
ち
ぜ
人
・
サ
～
ゐ
f
む
 
 

工
⊥
⊥
⊥
由
羊
越
前
¢
福
井
に
赴
き
た
ゆ
「
一
迄
、
二
十
二
里
の
単
身
旅
 
 

甘
仙
心
・
■
し
差
．
い
 
ぜ
ん
 
 
れ
い
 
 

そ
の
い
ん
と
は
 
 
 
中
－
r
し
㍉
i
－
「
 
－
巾
1
ぜ
ん
 
 

・
＼
ほ
た
 
 

行
を
企
て
し
¶
 
其
国
連
く
一
月
の
以
前
に
あ
り
。
一
円
以
前
、
明
 
 

巧
 
に
 
し
▼
ふ
ろ
く
ね
人
L
つ
が
つ
 
 
か
な
ぎ
は
H
人
ろ
く
え
人
な
い
 
 
 
 
は
く
ぷ
つ
く
わ
人
 
あ
け
「
 
 

治
二
十
六
年
七
月
、
金
滞
兼
六
園
頑
な
る
博
物
館
に
於
で
汗
る
叩
 
 

く
わ
人
せ
い
れ
ん
か
ふ
よ
†
し
人
く
わ
い
 
 

せ
い
よ
1
 
 
た
い
 
 
 
 
か
う
H
い
き
や
う
 
も
つ
 
 
ひ
ら
 
関
西
聯
合
共
進
禽
は
 
○
 
盛
乱
石
1
大
な
る
好
景
況
を
以
て
開
か
れ
 
 

・
－
め
し
よ
 
ち
 
さ
と
 
梅
嶋
千
里
 
 

た
い
た
ん
 
 

大
脇
に
も
 
 
圭
 
（
上
）
 
鏡
花
 
 

圭
 
 

「
）
 
年
額
の
 
 

一も、 
一 

重 
如 

来 
一 

の ｝  

澤 
よ 

り  

九：【  

才誓T  
ヽヽ■一′  
∵
 
 

せ
う
ね
人
 
 

あ
い
 
 

一
歳
岬
 
な
る
愛
ら
し
き
少
年
が
 
「
）
 
 
 

か
な
ぎ
は
 
 
 

J
l
血
叫
た
 
 
 
 
 
カ
ー
・
・
・
－
 
 

さ 

」  れ 

ている 年 は 

塑 

内容に 「鏡花 
さ｛エ′＼石   

」と 

いう 

小 
し 

見出しが付 

いてい って 

ちし  書ふしきかう  はつ  す 
～ 

るの 

五 
る 

行 
も  

）  んし        山，ふT小l  無  
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も
J
．
∫
‖
 

L
ノ
オ
ー
≠
 

・
J
‥
 
 
有
線
、
実
際
に
無
き
事
な
り
苛
略
》
を
婦
人
は
瞑
目
し
て
、
「
㈲
 
 

L
ふ
み
／
・
J
．
 

ノ
き
亡
き
り
 
 
 

無
阿
弥
佗
偶
、
こ
れ
も
浮
阻
の
義
理
で
ご
ざ
る
よ
。
」
さ
り
と
は
お
 
 

〓
㌻
】
 
 

■
 
t
・
′
－
一
′
 
 

笑
止
千
万
な
。
 
 

（
原
五
丁
り
二
行
～
六
r
オ
九
行
、
全
六
三
貝
∵
一
～
“
四
行
）
 
 

婦
人
慈
啓
会
に
お
け
る
貴
婦
人
た
ち
の
活
動
ぶ
り
を
描
写
し
た
部
分
で
 
 

・
 
 

こ
れ
 
 

か
は
 
 
そ
ヘ
 
 
 
ヤ
人
左
き
た
い
 
 
 
 
 
し
・
＼
 
 

′
－
き
ヾ
・
 
－
一
品
 
 

あ
牒
「
此
だ
け
の
顔
を
揃
へ
て
女
義
太
丸
を
仕
組
む
だ
ら
ば
、
東
京
の
膚
 
 

）
し
丁
八
ん
・
ノ
さ
、
わ
こ
 
 

は
我
が
所
有
と
飛
だ
忘
想
を
起
す
も
あ
り
」
に
は
「
再
考
」
と
い
う
紅
塵
 
 

の
添
え
酋
き
が
付
さ
れ
、
削
除
さ
れ
て
い
る
。
輿
婦
人
た
ち
の
働
き
ぶ
り
 
 

を
見
て
女
義
太
夫
を
仕
組
み
た
い
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
庶
民
的
で
鈍
 
 

花
ら
し
い
発
想
 で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
妄
想
を
起
こ
す
者
に
は
他
な
ら
 
 

ぬ
鏡
花
そ
の
人
の
姿
が
東
な
る
。
農
婦
人
か
ら
女
弟
太
東
へ
の
連
想
を
、
 
 

語
り
手
自
ら
「
飛
だ
妄
想
」
と
評
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
考
 
 

え
が
突
飛
で
あ
る
こ
と
に
自
覚
的
と
い
え
る
が
、
自
覚
し
っ
つ
も
あ
え
て
 
 

表
現
す
る
と
こ
ろ
に
鏡
花
の
特
徴
を
認
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
小
 
 

乗
風
発
は
、
紅
紫
が
門
弟
を
指
導
す
る
際
に
「
此
処
は
変
だ
と
云
ふ
所
は
 
 

簸
で
棒
を
引
い
て
、
最
う
一
度
考
へ
ろ
」
と
指
導
し
た
と
回
想
し
て
い
 
 

る
が
、
こ
の
部
分
は
紅
葉
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
妄
想
に
過
ぎ
な
い
 
 

′
－
し
 
 

．
 
余
計
な
記
述
だ
っ
た
の
で
闇
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
続
く
「
何
れ
の
僻
も
 
 

ち
・
い
き
 
あ
き
な
 
 
：
∵
り
ち
L
 
 

は
ん
し
L
リ
 
 
 
あ
な
た
か
仁
と
く
 
い
 
 
な
カ
 
 
 
 
ふ
ゆ
 
こ
た
ら
 
 
さ
ひ
 
 

繁
昌
し
て
費
顧
方
得
意
の
中
に
、
冬
木
立
の
淋
し
げ
に
嵐
を
繭
ふ
御
老
女
 
 

あ
り
け
ゆ
ド
コ
」
以
下
の
部
分
は
、
駿
河
台
の
隠
居
と
呼
ば
れ
る
老
婦
 
 

人
に
つ
い
て
の
描
写
で
あ
る
が
、
「
実
際
に
無
き
事
な
り
」
と
い
う
紅
葉
 
 

の
評
言
が
付
さ
れ
、
す
べ
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
駿
河
台
の
隠
居
は
、
お
 
 

丹
の
断
罪
を
受
け
る
人
物
の
う
ち
、
最
後
ま
で
屈
し
な
い
人
物
と
し
て
、
 
 

お
丹
と
の
対
決
を
通
し
て
物
語
の
後
半
部
に
劇
的
な
緊
張
感
を
与
え
る
東
 
 

安
な
役
割
を
杓
っ
て
い
る
。
引
用
文
に
描
か
れ
る
駿
河
台
の
隠
居
は
、
慈
 
 

薄
会
会
場
の
雰
囲
気
に
は
全
く
介
慮
し
な
い
で
超
然
と
し
た
態
度
を
取
っ
 
 

て
お
り
、
誰
も
が
敬
遠
す
る
人
物
で
あ
る
。
紅
葉
は
慈
尊
会
と
い
う
場
に
 
 

そ
ぐ
わ
な
い
、
不
自
然
な
人
物
設
定
も
削
除
し
て
い
る
。
「
貧
民
倶
楽
部
」
 
 

の
慈
再
会
会
場
に
現
れ
た
お
丹
の
描
写
は
、
 
 

こ
 
上
ひ
 
 
針
人
な
 
 
か
た
か
i
r
 
 
か
つ
 
 
 
 
・
】
γ
番
人
 
 
む
 
 
 

み
せ
さ
き
 
 

店
頭
｛
 
だ
、
｝
 
此
度
は
婦
人
、
肩
掛
を
被
ぎ
て
轟
巾
喪
 
 

章
婦
人
慈
善
会
に
入
る
も
の
男
子
と
い
へ
ど
も
脱
帽
せ
ざ
る
を
得
ず
 
 

ひ
と
い
み
も
封
ぞ
つ
 
 

じ
や
 
 

か
ほ
か
た
へ
み
 
 

顔
容
は
見
え
ぎ
れ
ど
も
、
冷
や
か
に
人
を
射
て
見
る
者
を
戦
慄
と
せ
 
 

し
む
 
（
靡
八
丁
り
八
～
一
〇
、
全
六
三
宙
二
五
行
～
六
四
貢
二
行
）
 
 
 

↓
き
人
力
h
 
 

と
あ
る
が
、
「
頭
巾
を
冠
れ
ば
」
に
、
「
費
婦
人
慈
瀞
会
に
入
る
も
の
男
子
 
 

と
い
へ
ど
も
脱
帽
せ
ざ
る
を
得
ず
」
と
紅
葉
の
評
言
が
付
さ
れ
た
の
も
、
 
 

上
記
の
添
削
と
同
じ
性
質
を
有
す
る
と
解
さ
れ
よ
う
。
慈
善
会
と
い
う
場
 
 

＝
K
∵
 
 

面
に
は
相
応
し
く
な
い
内
容
に
対
す
る
評
言
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

実
際
に
は
あ
り
え
な
い
表
現
内
容
に
対
し
て
、
朱
を
入
れ
る
紅
葉
の
漆
削
 
 

㌻
Ⅵ
こ
 
態
度
に
、
写
実
主
義
者
と
し
て
の
面
貌
を
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
 
 

勝
本
滴
一
郎
氏
「
尾
崎
紅
紫
」
 
（
『
近
代
文
学
ノ
ー
ト
三
』
昭
五
五
∴
ハ
 
 

み
す
ず
酋
屑
）
 
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
六
牛
か
ら
明
治
二
九
年
頃
ま
で
の
紅
 
 

紫
は
、
「
多
情
多
恨
」
に
お
い
て
、
「
三
人
妻
」
な
ど
前
期
の
 
「
荒
唐
無
稽
 
 

性
を
全
く
捨
て
、
も
っ
と
直
接
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
の
方
法
へ
打
開
を
試
 
 

み
」
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
鏡
花
の
原
稿
に
対
す
る
添
削
態
度
に
は
、
当
 
 

時
の
紅
葉
の
小
説
創
作
に
対
す
る
姿
勢
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
か
 
 

づ
き
人
か
む
 
 

ろ
う
。
上
記
の
引
用
文
の
 
「
頭
巾
を
冠
れ
ば
」
 
に
対
す
る
紅
葉
の
指
摘
を
 
 

こ
い
い
し
ち
や
う
 
 

受
け
、
初
出
本
で
は
紅
葉
の
評
言
を
地
の
文
に
組
み
込
み
、
「
斯
禽
場
に
 
 

17   



く
l
り
ゐ
た
う
と
 
い
う
ぜ
ん
た
人
 
し
 
 
 
た
つ
ば
う
 
 
 
き
よ
う
‖
い
 
 
 
い
 
 
 
へ
・
「
 
 

ん
る
も
の
は
、
位
貴
き
有
常
男
子
も
脱
帽
し
て
恭
敬
の
意
を
表
せ
ざ
る
べ
 
 

か
九
 
 
な
に
も
の
 
 
シ
ョ
ー
ル
 
 
か
つ
 
 
 
 
づ
き
ん
ま
ぶ
か
 
ぶ
も
て
 
り
・
 
 

か
ら
ぎ
る
に
渠
は
何
者
、
肩
掛
を
被
ぎ
、
頭
巾
目
深
に
面
を
包
み
て
」
に
 
づ
き
ん
力
も
 
直
さ
れ
て
い
る
。
紅
葉
の
添
削
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
箇
所
「
頭
巾
を
冠
 
 

れ
ば
」
を
初
出
本
に
お
い
て
生
か
し
た
の
は
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
娘
巾
 
 

の
美
女
と
い
う
の
が
、
貧
民
集
団
の
黒
幕
で
あ
る
お
丹
の
性
格
を
象
徴
す
 
 

る
も
の
で
あ
り
、
師
匠
の
指
示
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
 
 

か
っ
た
鏡
花
の
苦
肉
の
策
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

紅
紫
の
添
削
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
貧
民
倶
楽
部
」
は
発
表
当
時
、
「
日
 
 

本
に
於
て
は
貧
富
左
ま
で
に
甚
だ
し
か
ら
ず
生
存
競
争
の
熟
度
も
低
き
が
 
 

故
に
此
『
貧
民
倶
楽
部
』
 
に
於
け
る
如
く
貧
民
が
隊
を
作
り
て
焼
場
館
 
 

ち
ん
に
ゅ
う
 
 

の
慈
静
会
に
聞
入
す
る
事
実
は
当
分
有
ら
ぎ
る
べ
し
」
 
（
内
田
魯
俺
「
小
 
 

説
界
の
新
潮
流
 
（
殊
に
泉
鏡
花
子
を
評
す
）
」
 
『
国
民
之
友
』
 
第
一
七
巻
 
 
 

∵
ハ
二
号
 
明
二
八
・
九
・
一
三
）
 
と
現
実
性
の
な
い
こ
と
を
批
判
さ
れ
 
 

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
批
判
を
受
け
て
の
こ
と
か
、
明
治
三
〇
牛
「
新
著
 
 

日
印
」
 
に
作
品
の
一
部
が
「
慈
営
舎
」
と
い
う
題
名
で
再
録
さ
れ
た
際
に
 
 

は
、
明
治
の
上
流
社
会
の
象
徴
と
も
い
え
る
慈
善
会
の
舞
台
、
鹿
鳴
館
が
 
 

い
ま
 
 

「
西
洋
館
」
と
騰
化
さ
れ
、
さ
ら
に
、
書
き
出
し
に
 
「
今
は
か
ゝ
る
こ
と
 
 

な
し
」
と
断
り
書
き
が
な
さ
れ
、
話
が
虚
構
で
あ
る
こ
と
を
前
面
に
出
し
 
 

て
い
る
。
 
 

？
ニ
人
物
中
心
の
筋
立
て
の
重
視
 
 

紅
紫
の
添
削
は
、
語
法
の
訂
正
か
ら
題
名
の
変
更
、
構
想
の
変
化
に
至
 
 

る
ま
で
多
岐
に
亘
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
結
局
そ
れ
は
作
品
内
容
の
変
化
に
 
 

繋
が
っ
た
。
内
容
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
要
因
の
一
つ
に
、
人
物
造
型
の
 
 

変
化
が
挙
げ
ら
れ
る
。
鏡
花
の
原
稿
を
人
物
の
描
写
と
い
う
側
面
か
ら
見
 
 

と 

出 
た
時
、
特
徴
的
な
の
は
、
主
要
人
物
一
人
を
集
中
的
に
描
く
の
で
は
な
 
 

く
、
複
数
の
人
物
を
均
等
に
描
こ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
 
 

し
、
紅
葉
の
添
削
は
、
周
辺
人
物
に
対
す
る
描
写
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
 
 

山
人
の
個
性
的
な
人
物
に
焦
点
を
合
わ
し
、
そ
の
人
物
を
中
心
に
話
が
収
 
 

赦
す
る
方
向
で
な
さ
れ
た
。
 
 
 

「
聾
の
鵬
心
」
 
に
お
け
る
原
稿
と
添
削
と
の
間
に
は
、
語
り
手
「
予
」
 
 

を
め
ぐ
り
大
き
な
差
が
存
す
る
。
原
稿
に
は
、
一
心
を
中
心
と
す
る
話
の
 
 

他
に
、
「
予
」
と
一
心
の
娘
阿
駒
と
の
関
わ
り
を
中
心
と
す
る
も
う
一
つ
 
 

の
話
が
読
み
取
ら
れ
る
。
「
予
」
 
は
、
血
心
と
そ
の
家
族
に
親
身
に
な
っ
 
 

て
接
す
る
が
、
偶
然
娘
を
助
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
阿
駒
と
親
密
な
仲
 
 

に
な
り
、
一
心
の
死
後
、
物
語
の
末
尾
に
お
い
て
 
 
 

く
〃
 

お
こ
よ
こ
ゑ
ふ
る
 

阿
駒
は
馨
を
霹
は
し
て
、
「
し
つ
か
り
し
て
下
さ
い
ま
し
 
○
 
死
ん
 
 
 

っ
 

ぢ
や
あ
不
可
ま
せ
ん
、
よ
一
丁
工
根
は
（
嵯
と
）
せ
 
 

し  

据
え
一
ゑ
岬
 
て
 
○
 
ぃ
ち
き
ん
か
め
 
 
 
‘
卜
‥
－
・
ハ
一
‥
 
如
 
 

」勺  

L人  

よ  
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の ち 

描 や 

写
が
 

挙
 
げ
ら
れ
 

ウ
ニ
～
 

う。こ 

、も 

と
同
名
の
お
鈴
の
名
で
賛
 

慕
は
、
事
情
を
知
ら
な
い
 

ヰ
■
、
・
い
ち
′
つ
 

あ
い
れ
ん
つ
ゆ
し
た
l
 
 

昂
揚
し
た
お
鈴
の
様
子
 

過
剰
な
ま
で
に
感
情
が
 

略 

紆 
が 

二
〇
二
頁
二
行
）
 
 
ゼ
・
り
山
人
な
 
 

鈴 
言 の描 

は、そ 

例 
の例 

で 

ある。   

三人 

い 
弁当前」な 

写   

どに 

見ら 

れる鏡 

花の 

乗合 
人 

の 
ひ  等に配  物  

19   



よ
る
 
 
し
L
／
1
 
 

舟
叫
右
－
そ
出
し
ん
か
ー
 
 
は
 
 

丸
は
徐
々
と
し
て
亀
丁
共
進
行
を
始
め
た
り
。
 
 

（
原
二
1
オ
四
～
六
行
、
全
六
一
八
百
三
行
）
 
 

と
描
か
れ
、
原
稿
で
は
単
に
「
盲
人
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
締
削
 
 

で
は
「
此
「
厄
介
」
」
に
変
え
ら
れ
て
小
牒
老
人
を
形
容
す
る
「
厄
介
」
 
 

で
ノ
＼
力
し
も
い
こ
き
つ
 
 

と
い
う
表
現
は
、
冒
頭
の
 
「
こ
り
や
厄
介
な
者
を
酒
肴
け
た
な
」
と
、
船
 
 

の
乗
組
員
が
発
し
た
言
葉
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
人
で
船
旅
す
る
 
 

盲
目
の
老
人
と
は
、
確
か
に
乗
組
員
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
「
厄
介
」
な
 
 

存
在
で
あ
ろ
う
。
右
記
の
引
用
文
で
は
、
盲
目
の
老
人
を
、
老
人
と
は
対
 
 

略
す
る
立
場
の
乗
組
員
の
口
か
ら
党
せ
ら
れ
た
評
価
を
受
け
て
、
（
老
人
 
 

山
り
あ
ぃ
み
な
j
・
つ
し
人
め
ゼ
・
 
 

＝
厄
介
者
）
と
捉
え
る
。
他
に
も
、
原
稿
「
乗
合
は
皆
盲
人
に
眼
を
注
ぎ
 
 

エ
・
つ
ー
し
人
●
J
な
こ
そ
．
 
 

つ
」
が
、
添
削
を
経
て
「
此
厄
介
な
る
べ
き
大
腰
の
盲
人
に
眼
を
注
ぎ
つ
」
 
 

に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
老
人
像
の
変
化
は
、
原
稿
と
添
削
の
 
 

間
の
み
な
ら
ず
、
原
稿
と
初
出
本
の
間
に
も
認
め
ら
れ
、
作
品
全
体
の
改
 
 

稿
が
同
様
の
方
向
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
原
稿
に
お
い
て
、
紅
 
 

ム
・
左
む
・
h
そ
山
か
た
カ
 
 

柴
の
添
削
が
な
さ
れ
て
い
な
い
一
八
丁
オ
の
 
「
三
田
村
は
其
層
に
懸
け
た
 
 

わ
く
l
ち
い
よ
し
 
 

る
盲
目
の
親
仁
を
戒
め
つ
ゝ
」
と
二
血
丁
オ
の
 
「
三
田
村
と
膝
を
交
へ
た
 
 

て
 

か
ノ
＼
セ
い
れ
い
く
｛
り
†
、
′
t
†
レ
 
 

る
旨
目
の
老
老
は
」
が
そ
れ
ぞ
れ
初
出
本
に
は
「
畢
生
は
例
の
厄
介
物
を
 
 
 

が
′
1
せ
い
 
 
し
▼
な
り
 
 

と
 

じ
 
わ
 
 
 
 
 
 
 
し
ナ
 
・
I
 
j
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
‖
」
’
1
．
刀
′
＼
 
世
話
し
て
、
．
 

め
 

脾
に
移
り
ぬ
」
毒
六
二
二
二
員
八
～
九
行
）
、
「
嘩
 
 

や
′
＼
か
い
も
山
め
′
＼
り
わ
や
巧
 
 

嫌
み
た
り
し
厄
介
物
の
盲
翁
は
」
 
（
全
六
三
三
頁
一
四
行
）
 
と
 
 

し
・
「
 
と
 
 
き
や
う
′
ト
う
 
ふ
ち
い
 
 

こ
の
あ
な
′
＼
ら
 
 
と
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る
。
ま
た
、
「
此
穴
城
に
留
ま
り
て
囚
徒
の
境
遇
に
陥
り
た
る
 
 

・
舟
 
レ
り
ト
 
■
 
 
 
力
 
 
 
・
ル
 
か
■
－
 
 
 
 
ま
・
つ
し
人
 
 

の
婦
女
子
と
彼
の
不
幸
な
る
百
人
の
み
」
 
で
は
盲
人
を
修
飾
す
る
「
不
宰
 
こ
の
う
ち
と
、
エ
ー
リ
き
 
 

な
る
」
が
削
除
さ
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
初
出
本
で
は
「
此
内
に
留
り
て
憂
 
 

み
ト
ト
り
セ
∴
な
や
く
か
い
め
し
ひ
 
 

ノ
 
 

目
を
見
る
は
、
三
人
の
婦
女
と
厄
介
の
盲
人
と
の
み
」
 
（
原
三
丁
オ
五
～
 
 

八
行
、
全
六
一
九
貞
一
行
）
 
と
「
厄
介
」
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
「
不
 
 

は な 隼‡  
；二つ の  

三三て 隣  

名㌣い に  

単
な
る
」
か
ら
「
厄
介
」
 
の
百
人
へ
の
変
化
は
、
鏡
花
と
紅
葉
の
差
を
蒐
 
 

明
に
表
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。
靡
桶
に
描
か
れ
る
「
不
幸
な
る
」
 
 

と
い
う
修
飾
は
、
目
が
不
自
由
で
あ
る
が
故
に
乗
組
員
か
ら
馬
倒
さ
れ
た
 
 

り
、
い
ろ
ん
な
不
便
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
老
人
に
即
し
た
表
現
 
 

で
あ
り
、
作
者
は
老
人
の
立
場
に
寄
り
添
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
 
 

れ
に
対
し
、
「
厄
介
」
と
は
、
百
目
の
老
人
を
対
極
的
な
立
場
で
眺
め
る
 
 

側
の
評
価
で
あ
り
、
紅
紫
は
、
老
人
と
は
距
離
を
置
い
た
相
対
的
な
立
場
 
 

か
ら
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
盲
目
老
人
の
厄
介
な
側
面
の
強
調
が
、
物
語
の
中
で
持
つ
 
 

意
味
は
、
末
尾
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
物
語
の
末
尾
に
は
、
 
 

い
ソ
羊
1
 
 
て
ノ
＼
か
い
・
ル
ね
 
 
 
 
は
ち
に
人
 
 
て
ノ
、
か
い
廿
人
と
・
つ
 
 

く
 
し
ル
 
よ
 
に
人
 
 
く
く
か
い
き
や
′
＼
 
 
 

一
機
の
厄
介
舟
と
、
八
人
の
厄
介
船
頭
と
、
二
十
鯨
人
の
厄
介
者
と
 
 

た
う
 
 

は
人
し
か
ん
 
 

こ
出
い
っ
 
こ
 
 
て
く
か
い
上
山
 
 
ぐ
 
 
 
詫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
、
此
一
個
の
厄
介
物
の
手
に
因
り
て
扶
け
ら
れ
つ
ゝ
、
半
時
間
の
 
 

〓
一
 
 

出
ち
そ
山
い
わ
ち
け
ム
 
 

（
全
六
三
四
貢
四
～
五
 
 

後
其
命
を
拾
ひ
た
り
し
な
り
 
 

行
）
 
 

と
、
厄
介
と
い
う
形
容
が
船
、
他
の
船
東
、
釆
嘗
に
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
 
 

る
。
災
難
に
遭
い
緊
急
の
状
況
に
お
い
て
は
、
全
て
が
厄
介
な
存
在
に
な
 
 

る
の
で
あ
り
、
結
局
、
今
ま
で
厄
介
者
扱
い
さ
れ
て
き
た
老
人
に
よ
っ
て
 
 

助
け
ら
れ
る
と
い
う
皮
肉
な
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
一
般
の
常
 
 

識
を
突
い
た
面
白
さ
の
創
出
に
こ
そ
紅
葉
の
狙
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
 
 

る
。
 
 
 

こ
の
作
中
人
物
に
対
す
る
捉
え
方
は
、
「
鶉
血
侠
血
」
 
の
人
物
に
つ
い
 
 

て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
紅
葉
に
よ
っ
て
全
面
的
に
背
き
換
え
ら
れ
た
と
さ
 
 

ば
し
や
こ
の
あ
や
 
 

れ
る
初
出
本
に
お
け
る
女
主
人
公
白
糸
の
描
写
は
、
「
馬
車
は
此
怪
し
き
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こ
れ
さ
 
 

あ
や
ぴ
し
ん
 
 

「
し
八
も
つ
ま
ん
ゐ
ん
 
 

美
人
を
以
て
満
員
と
な
れ
り
」
の
「
怪
し
き
美
人
」
や
、
「
之
を
聞
け
る
 
 

〓
∵
．
 

さ
 
な
 
 

あ
や
 
 
 
 
べ
ツ
ぴ
ん
 
 
 
め
 
 
 
つ
 
 

な
に
も
の
 
 

り
丸
し
 
 

乗
合
は
、
然
無
き
だ
に
、
何
者
な
る
か
、
怪
し
き
別
品
と
目
を
着
け
た
り
 
 

あ
や
ベ
ツ
び
人
 
 

し
に
」
 
の
 
「
怪
し
き
別
品
」
 
の
よ
う
に
、
女
の
怪
し
さ
が
強
調
さ
れ
る
。
 
 

勿
論
、
こ
の
よ
う
な
女
の
怪
し
さ
の
強
調
に
読
者
の
興
味
を
誘
発
し
よ
う
 
 

そ
J
㍉
⊥
ヽ
」
 
 

㌧
〓
，
 
 

止
サ
る
側
届
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
「
義
血
侠
血
」
の
「
其
馬
は
奇
 
 

き
 
く
わ
い
 
 
 
 
び
 
L
人
 
 
 
 
 
き
く
わ
い
 
 
 
ふ
る
ま
ひ
 
 
 
 
 
の
 
 
 
 
 
よ
し
く
・
㍉
 
 

＼
才
し
 
 
 
き
・
、
し
で
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
悼
な
る
御
者
と
、
奇
怪
な
る
美
人
と
、
奇
怪
な
る
挙
動
と
を
戟
せ
て
華
直
 
 

ユ
け
 
さ
 
 

い
っ
き
う
 
 
や
く
か
い
ふ
ね
 
 
 
 
は
ち
に
人
 
 
く
ノ
ー
カ
し
 
 

に
馳
去
り
ぬ
」
と
、
「
取
舵
」
の
「
一
般
の
厄
介
舟
と
、
八
人
の
厄
介
 
 

u
ん
と
う
 
 
 
 
に
し
ふ
 
よ
に
人
 
 
て
く
か
い
き
や
く
 
 こ
い
い
り
こ
 
 
や
く
か
い
も
の
 
 
て
 
 
 
よ
 
 

船
頭
と
、
二
十
鰊
人
の
厄
介
者
と
は
、
此
一
個
の
厄
介
物
の
手
に
因
り
て
 
 

は
ん
 
L
 
か
ん
 
 
山
ち
そ
出
い
山
ち
 
ひ
■
ハ
 
 

た
一
－
 
 扶
け
ら
れ
つ
ゝ
、
半
時
間
の
後
其
命
を
拾
ひ
た
り
し
な
り
」
と
い
う
表
現
 
 

は
、
今
ま
で
否
定
的
な
意
味
合
い
で
「
義
血
侠
血
」
の
女
性
や
、
「
取
舵
」
 
 

の
老
人
に
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
危
機
に
際
し
て
は
、
全
て
の
も
の
が
 
 

怪
し
い
も
の
、
あ
る
い
は
厄
介
者
に
な
る
と
い
う
価
値
の
転
倒
を
描
い
て
 
 

い
る
点
で
同
質
の
表
現
で
あ
る
。
 
 
 

「
取
舵
」
と
「
義
血
侠
血
」
 
の
添
削
の
過
程
に
お
い
て
確
認
し
た
、
紅
 
 

葉
の
一
人
の
萱
場
人
物
を
中
心
に
し
て
展
開
す
る
話
と
は
、
常
識
的
な
観
 
 

点
か
ら
は
、
否
定
的
に
評
価
し
か
ね
な
い
人
物
の
面
貌
を
強
調
し
、
物
語
 
 

の
結
末
に
お
い
て
そ
の
価
値
が
逆
転
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
皮
 
 

肉
め
い
た
面
白
さ
を
狙
っ
た
も
の
と
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
と
と
も
に
鏡
 
 

花
の
原
稿
に
著
し
い
語
り
手
の
観
念
的
な
語
り
や
、
周
辺
人
物
の
描
写
を
 
 

減
ら
す
代
わ
り
に
、
登
場
人
物
間
の
対
話
の
妙
味
を
活
か
し
た
場
面
を
挿
 
 

人
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
品
の
内
容
を
豊
か
に
し
て
い
る
。
 
 
 

他
に
も
、
紅
葉
は
、
「
黒
壁
」
 
の
原
稿
の
、
一
人
称
の
「
予
」
が
体
厳
 
 

し
た
恐
怖
の
記
憶
や
感
覚
の
臨
場
感
溢
れ
る
描
写
を
削
除
す
る
こ
と
に
 
 

よ
っ
て
、
「
予
」
を
周
辺
人
物
に
後
退
さ
せ
た
り
、
「
貧
民
鼻
楽
部
」
の
前
 
 

●
1
 
 

半
、
慈
薄
会
で
の
駿
河
台
の
御
隠
居
に
つ
い
て
の
描
写
「
何
れ
の
店
も
 
 

は
ん
し
ょ
・
り
 
 

繁
昌
し
て
」
以
下
の
部
分
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
品
の
構
成
を
変
 
 

え
た
り
し
て
い
る
。
原
稿
の
前
半
に
お
い
て
駿
河
台
の
御
隠
居
の
記
述
が
 
 

そ
れ
ち
と
め
ん
だ
う
 
 

削
除
さ
れ
た
結
果
、
御
隠
居
は
物
語
の
後
半
で
 
「
其
が
些
少
面
倒
ぢ
や
。
 
よ
L
 
 
よ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
す
る
が
だ
い
 
 
こ
 
い
人
き
よ
 
わ
づ
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
つ
ぱ
ふ
 
 
う
ま
 
 

可
、
可
、
こ
れ
は
駿
河
台
の
御
隠
居
を
煩
は
す
と
す
る
ぢ
や
。
説
法
が
旨
 
 

い
人
ぐ
わ
・
轟
く
 
 

い
で
、
因
果
を
含
め
る
に
可
い
哩
」
の
よ
う
に
、
伯
爵
と
時
次
郎
と
の
会
 
 

話
の
中
で
触
れ
ら
れ
る
形
で
初
め
て
萱
喝
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
 
 

（
1
2
）
 
 

う
な
登
場
の
あ
り
方
は
唐
突
な
感
を
拭
え
な
い
。
物
語
全
体
の
構
成
と
 
 

い
う
面
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
原
稿
の
方
が
よ
り
緻
密
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
 
 

と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
 
 

（
四
）
 
作
品
の
完
成
度
を
高
め
る
方
向
 
 

紅
葉
の
津
削
の
方
向
と
し
て
、
添
削
が
作
品
の
完
成
度
を
高
め
る
方
向
 
 

で
行
わ
れ
た
こ
と
も
挙
げ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
紅
葉
の
鏡
花
に
対
す
る
丁
 
 

寧
な
指
導
ぶ
り
を
物
語
る
実
例
と
し
て
も
っ
と
も
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
 
 

れ
る
句
読
点
な
ど
の
語
法
や
語
句
の
添
削
の
目
的
が
、
作
品
の
完
成
度
の
 
 

向
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
季
口
う
を
伐
た
な
い
。
 
 
 

語
法
の
繚
削
と
し
て
は
、
句
読
点
や
ル
ビ
の
改
変
、
ひ
ら
が
な
か
ら
漢
 
 

字
へ
、
あ
る
い
は
滞
字
か
ら
ひ
ら
が
な
へ
の
語
句
の
改
変
、
送
り
が
な
の
 
 

改
変
、
浬
字
の
改
変
、
助
詞
・
助
動
詞
の
改
変
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
 
 

ト
I
的
に
よ
っ
て
、
語
法
上
の
誤
用
を
正
し
た
も
の
と
、
文
単
の
効
果
を
最
 
 

大
限
に
引
き
出
す
た
め
の
も
の
と
に
大
別
さ
れ
よ
う
。
 
 
 

句
読
点
の
場
合
、
鏡
花
は
そ
の
使
い
方
に
対
し
て
厳
格
な
意
識
を
持
っ
 
 

て
い
な
か
っ
た
と
見
え
、
作
品
別
の
句
読
点
の
使
い
方
は
統
山
の
あ
る
方
 
 

針
で
な
さ
れ
て
い
な
い
。
「
蛇
く
ひ
」
、
「
旅
僧
」
、
「
取
舵
」
、
「
怪
語
」
、
「
貧
 
 

民
惧
楽
部
」
、
「
轡
の
」
心
」
、
「
盟
璧
」
 
の
よ
う
に
句
点
と
読
点
の
双
方
が
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用
い
ら
れ
て
い
る
作
品
も
あ
れ
ば
、
「
お
弁
当
三
人
前
」
、
「
義
血
侠
血
」
、
 
 

「
蝦
膜
法
師
」
の
よ
う
に
読
点
の
み
存
す
る
作
品
も
あ
る
。
次
は
、
「
お
 
 

弁
当
三
人
前
」
 
の
原
稿
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
 
 
 

う
み
才
て
寸
・
あ
ゎ
ち
さ
と
 
 
（
4
）
虔
の
親
な
る
お
鈴
の
姉
は
千
里
を
【
干
さ
ん
の
産
の
親
は
干
さ
 
 

「 

ま
 
 

み
か
 
 

さ
ん
こ
貞
一
・
 
 

ん
を
】
産
み
て
共
産
後
に
軒
ル
T
幣
卜
 
頑
り
ぬ
。
岬
 
 

（
原
山
丁
り
五
～
六
行
、
全
二
百
頁
一
行
）
 
 

そ
山
し
・
∵
車
中
 
 
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ル
叶
叩
l
■
‖
、
 
 
あ
い
〃
 
告
 
 
（
5
）
其
賓
際
を
知
ら
し
め
ぎ
る
が
三
そ
、
一
継
母
と
の
間
の
情
愛
 
 

き
い
か
う
し
ゆ
だ
人
 
 

と
・
い
 
 

ユ
ー
J
j
 
 
 
 
を
十
皇
二
軍
与
る
丁
忙
泰
ふ
る
サ
 
最
好
¢
手
段
な
九
拝
芋
⊥
な
 
 

き
・
h
 

■し  

L
ん
る
ゐ
 
 

i
－
い
ほ
も
土
 
 

ら
■
 
 

れ
と
て
、
｝
 
父
を
は
じ
め
継
母
は
讐
m
卜
⊥
更
な
り
、
岬
 
親
類
、
 
 

ら
さ
L
】
 
 
カ
た
 
 

か
ュ
咋
 
 
ひ
 
 

ち
 
き
 
 
り
ん
L
ん
 
 
し
た
 
 

さ
人
こ
し
・
つ
さ
人
ご
み
ま
か
 
 
（
4
）
「
産
み
て
共
産
後
に
死
し
ぬ
、
」
が
「
産
み
て
産
後
に
簸
り
ぬ
。
」
に
、
 
 

知
己
、
隣
人
に
到
る
ま
で
コ
牽
秘
し
て
千
里
に
語
ら
ず
い
 
 

ひ
 
 

亨
り
き
。
岬
 
（
原
二
丁
オ
一
～
四
行
、
全
二
百
頁
二
～
四
行
）
 
 

そ
人
な
に
一
ん
 
 
 

（
6
）
 
「
其
様
に
肖
て
屈
ま
す
か
1
、
コ
岬
 
 

（
原
二
丁
り
九
行
、
全
二
〇
二
貝
四
行
）
 
 

原
稿
に
お
け
る
句
読
点
は
、
読
点
の
み
が
付
さ
れ
て
お
り
、
句
点
を
入
 
 

れ
る
べ
き
箇
所
に
も
読
点
が
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
添
削
で
は
、
 
 

L
∴
る
ム
ら
き
り
ん
し
ん
い
た
ひ
ち
さ
と
カ
た
 
 
（
5
）
 
「
親
類
、
知
己
、
隣
人
に
到
る
ま
で
秘
し
て
千
里
に
語
ら
ず
、
」
が
 
 

ち
さ
と
 
 
か
た
 
 

し
ん
・
わ
カ
 
 
ち
 
き
 
 
り
ん
L
ん
 
 
い
た
 
 

「
親
類
、
知
己
、
隣
人
に
到
る
ま
で
秘
し
て
千
里
に
語
ら
ざ
り
き
。
」
 
へ
 
 
 

と
、
文
末
の
読
点
が
句
点
に
訂
正
さ
れ
、
さ
ら
に
 
（
5
）
 
の
「
知
ら
し
め
 
 

り
ん
L
ん
い
た
 
 

ぎ
る
が
 
；
J
そ
、
こ
、
「
隣
人
に
到
る
ま
で
 
コ
」
の
よ
う
に
読
点
が
補
わ
 
 

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
句
読
点
の
誤
用
を
正
し
た
例
で
あ
る
が
、
句
読
 
 

点
に
よ
っ
て
文
の
緩
急
を
調
整
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
蛇
 
 

く
ひ
」
 
の
冒
頭
部
は
、
 
 

か
ぎ
り
ま
ち
は
り
ハ
 
 
†
）
西
は
神
通
川
の
堤
坊
所
｝
 
を
以
て
割
と
し
○
束
は
町
遥
 
 

の
樹
林
境
を
為
し
 
○
南
は
海
に
到
り
て
盛
き
○
北
は
立
 
 

山
の
麓
に
終
る
（
。
）
此
間
十
里
見
通
し
の
原
野
に
し
て
 
○
 
 

山
水
の
佳
景
い
う
べ
か
ら
ず
○
其
川
幅
最
靡
く
○
町
に
 
 

最
近
く
○
野
の
欄
狭
き
魔
を
郷
屋
敷
田
畝
と
栴
へ
て
 
O
 
 

U
は
り
 
 
↓
 
あ
さ
り
 
 
 
 
 
 
机
 
ぐ
さ
∵
〃
 
 
 
 
雲
雀
の
栄
求
猟
 
○
野
草
摘
に
妙
な
り
 
（
。
）
 
 

（
庸
二
丁
オ
∵
～
六
行
、
全
山
〇
八
頁
一
⊥
ニ
行
）
 
 
 

と
あ
り
、
話
の
舞
台
と
な
る
「
郷
屋
敷
田
畝
」
を
対
句
を
羅
列
す
る
こ
と
 
 

に
よ
っ
て
描
写
し
て
い
る
。
紅
葉
は
こ
の
部
分
に
、
「
此
文
佳
調
」
と
評
 
 

言
を
付
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
原
文
に
細
か
に
句
読
点
を
挿
入
し
て
切
れ
 
 

目
の
よ
い
、
リ
ズ
ム
感
の
あ
る
文
の
特
徴
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
「
貧
民
 
 

倶
楽
部
」
に
も
同
様
の
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
 
 

に
な
 
 
 
 
か
こ
 
く
つ
が
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
か
み
く
づ
 
 
ほ
 
ろ
き
れ
 
 
か
・
り
す
 
 
（
8
）
掴
へ
る
籠
は
洩
り
て
○
紙
屑
、
裾
樋
切
、
硝
子
の
 
藤
｝
 
 

す
ね
 
 
は
ふ
ん
 
 

さ
人
ら
ん
 
 

か
 
〓
 
 
 
と
こ
ろ
せ
 
 

軒
勢
な
ど
前
秋
空
T
で
一
く
一
散
乱
し
て
 
（
、
）
葺
 
 

く
う
 
 

r
 
 
 

う
へ
の
も
つ
 
 
上
に
射
せ
卜
再
考
争
を
似
て
 
頭
 
 

書
丁
 
 

怒
号
、
†
 
岬
吟
居
宅
・
香
り
。
岬
 
 

（
原
一
丁
り
七
～
一
〇
行
、
 
 

ほ
L
は
 
 

く
づ
や
め
と
 
 

（
9
）
屑
屋
は
眼
を
閉
ぢ
 
○
歯
を
切
り
 
 

く
つ
う
た
 
 

も
だ
 
 

を
悶
へ
て
 
（
、
）
 
苦
痛
に
班
す
仲
 
㌻
○
 
 

（
原
二
丁
オ
七
～
八
行
、
全
五
九
頁
二
行
）
 
 

L
だ
い
 
 

ひ
つ
か
へ
 
 

よ
と
ほ
す
べ
な
 
 

（
1
0
）
除
け
て
通
ら
む
術
も
無
く
○
引
返
す
べ
き
次
第
に
あ
ら
ね
 
 

の
す
さ
こ
ゑ
か
き
、
つ
 
 
 
ぼ
○
退
け
よ
○
過
れ
と
蟹
を
懸
く
れ
ど
○
聞
附
音
｝
 
 
 

つ
か
 
 

空
を
掴
み
音
 
 

全
五
八
東
九
～
一
〇
頁
）
 
劇
と
て
あ
L
 
 

O
 
音
す
る
ば
か
り
手
足
 
 

ふ
ぜ
い
 
 

ぎ
る
風
情
な
り
き
。
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か 

っ
 
 

た
 
 

み
ち
ゆ
り
 

け
ぎ
る
か
道
を
譲
ら
ず
 
○
 
馬
丁
 
（
は
）
 
熊
立
ち
 
（
て
）
 
ひ
 
 

h
し
 
 
 
い
 
き
 
 

く
り
 
や
 
 
 
え
り
′
1
ぴ
 
レ
 
づ
 
 
 
つ
か
 
 

ら
り
と
下
り
、
屑
屋
の
襟
首
無
手
と
掴
め
ば
、
虫
の
呼
吸
に
 
 

な
き
さ
け
 

ム
ぞ
ぎ
㍑
り
き
㍑
な
 
 

て
泣
叫
ぶ
を
○
溝
際
に
突
放
し
て
 
○
 
そ
れ
と
い
ふ
ま
ゝ
 
 

す
な
l
十
ふ
り
 
あ
 
 

砂
煙
を
揚
げ
ぬ
。
 
 

（
原
二
丁
オ
九
～
二
丁
り
三
行
、
全
五
九
良
三
～
瓦
行
）
 
 

（
且
、
（
9
）
、
（
1
0
）
 
は
、
婦
人
慈
善
会
に
向
か
う
貴
婦
人
の
馬
車
が
、
 
 

道
路
の
寛
ん
中
に
倒
れ
て
い
る
屑
屋
の
た
め
に
前
途
を
過
ら
れ
た
こ
と
か
 
 

ら
起
き
た
出
来
事
の
描
写
で
あ
る
が
、
読
点
が
集
中
的
に
加
筆
さ
れ
て
い
 
に
な
 
る
。
（
且
 
の
場
合
、
遊
ば
た
に
倒
れ
て
坤
い
て
い
る
屑
屋
の
姿
が
、
「
授
 
 

と
こ
ち
 
せ
 
 
さ
人
・
？
八
 
 

か
み
く
づ
 
 
は
 
ろ
 
 
が
・
り
づ
 
 

か
こ
 
く
つ
が
へ
 
 

へ
る
籠
は
碑
り
て
、
紙
層
、
檻
裡
、
硝
子
の
砕
片
な
ど
所
狭
く
散
乱
し
 
 

あ
 
 

う
め
し
さ
 
 

r
く
う
つ
か
 
 

て
、
争
は
空
を
掴
み
て
、
岬
吟
せ
り
」
の
よ
う
に
具
体
的
な
描
写
の
連
続
 
 

に
よ
っ
て
描
か
れ
る
。
（
9
）
 
も
屑
屋
に
つ
い
て
の
描
写
で
あ
る
が
、
屑
 
 

し
人
 

屋
の
苦
し
い
様
子
を
短
い
文
が
澄
み
掛
け
る
よ
う
に
続
い
て
い
る
点
で
 
 
 

の
 

（
8
）
 
と
同
様
で
あ
る
。
（
8
）
 
と
 
（
9
）
 
の
屑
屋
の
描
写
に
は
、
読
点
 
 

を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
の
呼
吸
が
短
く
な
り
、
そ
の
よ
う
な
短
い
 
 

文
を
追
っ
て
行
く
こ
と
で
、
緊
張
感
を
味
わ
え
る
文
に
し
て
い
る
と
考
え
 
 

ら
れ
る
。
（
1
0
）
 
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
よ
う
。
通
行
を
妨
げ
 
 

L
し
は
 
 

る
屑
屋
を
退
け
よ
う
と
す
る
馬
丁
に
つ
い
て
の
描
写
は
、
「
除
 

L
だ
い
 

す
さ
こ
ゑ
 
 

う
べ
な
ひ
つ
か
へ
 
 

む
術
も
無
く
、
引
返
す
べ
き
次
第
に
あ
ら
ね
ば
、
退
け
よ
、
過
れ
と
野
を
 
 

ペ
つ
た
う
い
ら
〃
 
 

き
、
 

み
ち
ゆ
づ
 
 

懸
く
れ
ど
、
間
者
け
ぎ
る
か
道
を
譲
ら
ず
、
馬
丁
は
焦
立
ち
て
ひ
ら
り
と
 
 

む
L
 
 
い
 
さ
 
 
 
 
な
き
さ
け
 
 

才
 
 
 
 
く
づ
や
 
 
え
り
＼
ぴ
む
 
づ
 
 
つ
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ぞ
ぎ
は
 
下
り
、
屑
屋
の
襟
首
無
手
と
掴
め
ば
、
虫
の
呼
吸
に
て
泣
叫
ぶ
を
、
渾
際
 
 

す
な
け
ふ
り
あ
 
 

つ
き
は
な
 
に
突
放
し
て
、
そ
れ
と
い
ふ
ま
ゝ
砂
煙
を
揚
げ
ぬ
」
と
、
読
点
が
入
れ
ら
 
 

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
の
呼
吸
が
短
く
な
り
、
苛
立
っ
て
続
け
ざ
ま
に
行
 
 

動
を
起
こ
す
馬
丁
の
感
じ
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

如
上
の
句
読
点
に
対
す
る
添
削
が
、
門
弟
に
平
淡
で
な
め
ら
か
な
文
章
 
 

〓
 
を
勧
め
た
と
い
う
紅
葉
の
指
導
の
一
輝
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
語
法
の
 
 

添
削
の
う
ち
、
最
も
著
し
い
漢
字
の
改
変
に
は
、
漢
文
、
お
よ
び
漢
字
に
 
 

詳
し
い
紅
葉
の
指
導
の
あ
り
よ
う
が
よ
く
衷
れ
て
い
る
。
 
 
 

紅
葉
に
よ
る
漢
字
の
改
変
は
鏡
花
の
原
稿
全
般
に
自
っ
て
見
ら
れ
る
 
 

が
、
そ
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
大
き
く
T
）
誤
字
の
訂
正
、
す
）
紅
葉
 
 

自
身
の
使
い
分
け
に
従
っ
た
も
の
、
（
3
）
 
表
現
の
効
果
を
狙
っ
た
改
変
 
 

に
分
け
ら
れ
よ
う
。
 
 
 

ま
ず
、
（
エ
 
誤
字
の
訂
正
の
例
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

み
ょ
へ
カ
た
こ
ー
ろ
お
ば
つ
か
 
 
（
1
1
）
し
て
見
る
と
お
前
さ
ん
方
の
お
ど
く
す
る
の
は
心
に
覚
束
な
 
 

つ  

さ
ん
 
 

し
と
】
ろ
 

つ
み
つ
く
も
の
み
 
 

い
鹿
が
あ
る
か
ら
で
、
罪
を
追
つ
た
老
と
見
え
る
。
線
画
一
 
 

悔
を
董
丁
 
育
つ
し
や
一
い
。
 
 

（
1
2
）
 
 

（
H
）
 
 

（
1
4
）
 
 

（
1
5
）
 
 

（
1
6
）
 
 

（
1
7
）
 
 

（
1
8
）
 
 

（
柑
）
 
 

（
2
0
）
 
 

（
2
1
）
 
 

（
2
2
）
 
 

つ
し
ゃ
●
つ
〓
ん
め
い
 
し
ん
か
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
 
 
 
 
 
と
た
す
 
一
生
懸
命
に
信
仰
な
さ
い
、
さ
う
す
れ
ば
施
工
些
度
助
か
る
。
 
 

つ
る
が
や
ど
L
り
こ
ふ
 
敦
賀
の
宿
で
健
蓮
一
巡
し
て
（
以
上
、
「
旅
僧
（
B
〓
よ
り
）
 
 

し
リ
 
ト
、
 
 

叱
催
一
咤
｝
 
せ
り
 
 

わ
き
め
ふ
 
 

傍
目
も
触
一
振
岬
 
ら
ず
 
 

こ
し
 
 

も
と
ふ
た
n
 
 

得
⊥
侍
｝
 
女
二
人
は
 
 

さ
ん
ぷ
ん
、
 
 

三
十
分
を
賂
藤
一
た
ら
む
に
は
 
 

い
く
 
 

あ
ん
か
う
だ
う
ふ
く
 
 

噛
番
璧
に
復
 
†
琴
 
郁
た
り
 
 

ひ
ぢ
つ
き
ひ
り
 
肘
恍
⊥
肱
坐
｝
 
を
引
た
く
り
 
 

が
ま
ん
 
 

我
綿
 
血
傾
｝
 
 

つ
り
か
へ
し
さ
な
 
剰
錦
を
菅
む
南
だ
さ
む
二
阻
亡
墨
色
収
⊥
旦
無
し
（
以
 
 

上
、
「
常
民
倶
楽
部
」
よ
り
）
 
 

煮
由
一
染
…
め
た
る
 
（
「
取
舵
」
よ
り
）
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引
用
文
二
1
1
）
の
「
繊
悔
」
が
「
慨
悔
」
に
、
（
1
2
）
「
陀
度
」
が
「
眩
度
」
 
 

に
、
（
1
3
）
「
俊
巡
し
て
」
が
「
遽
巡
し
て
」
に
、
（
1
4
）
「
叱
俺
」
が
「
叱
咤
」
 
 

に
、
（
1
5
）
「
傍
目
も
触
ら
ず
」
が
「
傍
目
も
振
ら
ず
」
に
、
（
1
6
）
「
侍
女
」
 
 

が
「
侍
女
」
に
、
（
1
7
）
 
「
三
十
分
を
径
た
ら
む
」
が
「
三
十
分
を
経
た
ら
 
 

H  

む
」
 
に
、
（
1
8
）
 
「
檀
那
た
り
」
が
「
醸
郁
た
り
」
に
、
（
1
9
）
 
「
肘
俳
」
が
 
 

「
肱
坐
」
に
、
（
2
0
）
「
我
謂
」
が
「
我
憎
」
に
、
（
2
1
）
「
景
色
」
が
「
気
色
」
 
 

に
、
（
2
2
）
 
「
煮
占
め
た
る
」
が
「
煮
染
め
た
る
」
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

次
は
、
（
2
）
 
紅
葉
自
身
の
使
い
分
け
に
従
っ
て
直
さ
れ
た
と
推
定
さ
 
 

れ
る
側
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
 
 

H
 
あ
ひ
 
 
 
 
あ
ほ
 
 
 
 
か
山
れ
 
 
た
ぃ
 
 
 

、
 
 
 
に
人
人
 
 
 
t
 
カ
 
 

（
2
3
）
 
薄
弱
な
る
人
間
は
如
何
な
る
協
合
に
も
多
く
は
己
を
轍
一
博
一
 
 

あ
た
 
 

む
†
ナ
〃
丁
能
は
ぎ
る
も
の
な
る
が
 
 
 
 
 
 
た
び
そ
う
 
 
 
上
 
 

る
。
（
2
3
）
に
お
い
て
「
た
の
む
」
は
、
「
た
よ
り
に
す
る
」
、
「
あ
て
に
す
る
」
 
 

の
意
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
紅
葉
の
作
品
に
お
い
て
、
「
た
の
む
」
を
こ
 
 

の
よ
う
な
意
味
で
使
う
場
合
に
は
、
主
と
し
て
「
た
の
む
」
に
「
惜
」
の
 
 

字
を
当
て
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
「
旅
僧
」
と
同
年
の
明
治
二
八
缶
∴
 
 

円
一
日
か
ら
三
月
一
二
日
ま
で
『
読
売
新
聞
』
に
連
戟
さ
れ
た
紅
葉
の
「
不
 
 

引
用
文
 
（
2
3
）
 
 

え
ら
れ
た
の
は
、
 
 

せ
ん
し
ん
く
・
勺
 
 
 
て
 
 
 
 
 
㍑
な
た
か
 
 

し
 
 

（
2
4
）
旅
僧
は
牛
紀
四
十
二
三
、
全
身
黒
く
痩
せ
て
鼻
歯
 
 

泉
 
 
 
 
 
 
）
 
 
 
み
・
も
と
 
 
 
ケ
来
∵
∴
八
 
一
叩
．
－
 
 

欝
て
濃
く
耳
元
よ
り
瞳
準
「
 
l
暖
よ
り
一
 
 

王
た
・
リ
 
 
J
 
 

みしか
  ひ
▲r 
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
  ，
／しJ
り  
  r
し．▲
  

■
J
i
／
．
・
 
 
 
 
 
J
 
 

外
Y
て
 
石
下
壷
で
岬
 
短
き
髭
 
（
は
）
 
班
に
生
ひ
た
り
。
 
 

（
以
上
、
「
旅
僧
（
B
）
」
よ
り
）
 
 

J
i
山
′
l
た
い
 
 

「
己
を
頼
 
†
墜
 
む
」
 
の
「
頼
む
」
が
「
悼
む
」
に
変
 
 

紅
葉
自
身
の
使
い
分
け
に
従
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
 
 ま

ゆ
 
 

山
隈
叩
 
く
眉
 
・
・
か
・
－
ん
「
 
 
患
 
鼻
下
を
蔽
 
 

童
不
語
」
 
に
は
、
 
 

て  

h
，
J
∃
 
′
≠
 
 
 
て
と
 
 
 
し
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
左
 
 
あ
な
－
一
 
 
 
わ
r
み
 
 
 
 
 
 
 
い
・
n
 
 
 
 
 
ふ
れ
‡
㍑
 
 
 
 
 
 
▲
J
 
 
 
主
無
き
宿
は
輿
な
も
の
哉
。
侮
り
て
鼠
な
ど
も
僅
よ
り
暴
廻
り
、
醸
 
 

－
 
 
 
 
た
い
み
4
く
・
J
 
 
｝
・
ち
 
 
 

し
き
 
 
・
）
ち
 
 
 
か
U
 
 

敷
の
内
も
佗
し
げ
に
、
総
べ
て
惜
賓
き
心
地
す
れ
ば
、
ん
ら
ざ
る
 
 

ゝ
J
 
 
 
 
ろ
 
1
 
 
 
 
日
 
 

ー
一
缶
r
り
 
こ
 
 

t
 
オ
 
 

J
↓
t
 
 
 
 
 
・
J
L
 
 

世
話
な
が
ら
、
泊
込
み
て
帖
と
留
守
を
為
む
と
も
思
ふ
と
仰
せ
ら
れ
 
 

ぬ
 
 

（
『
紅
紫
全
集
第
丘
巻
』
）
 
 
 

／
1
J
ノ
一
－
′
＼
な
一
こ
・
・
L
 
 

の
 
「
侍
審
き
心
地
す
れ
ば
」
 
の
例
が
見
ら
れ
、
明
治
二
ヒ
牛
に
発
表
さ
れ
 
 

L
・
ふ
・
几
 
 
た
く
さ
人
 
 
J
；
山
れ
 
 
 
 
ほ
か
 
 
〔
ん
 
か
 
 
 
た
J
J
 
 

た
「
紫
」
に
も
「
自
分
で
償
山
。
己
よ
り
外
に
足
下
に
悼
む
べ
き
も
の
は
 
 

な
ひ
と
め
さ
 
 

細
川
い
。
一
つ
目
覚
ま
し
く
行
つ
て
く
れ
」
（
『
紅
姫
全
集
第
五
巻
』
）
と
、
「
悼
 
 

む
」
 
の
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
 
「
悼
む
」
 
の
意
味
は
 
（
2
3
）
 
に
お
け
る
 
 

1
5
一
 
 

「
恨
む
」
と
同
様
の
も
の
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
 
 
 

（
2
4
）
 
の
 
「
鼻
高
く
」
 
が
 
「
鼻
隆
く
」
 
に
直
さ
れ
た
の
も
、
紅
葉
自
身
 
 

の
使
い
分
け
と
関
わ
り
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
紅
紫
の
作
品
を
見
る
 
 

と
、
紅
葉
は
「
鼻
高
い
」
と
「
鼻
降
い
」
を
使
い
分
け
て
い
る
と
看
取
 
な
か
ば
ひ
て
い
ろ
J
＼
ろ
 
 

さ
れ
る
。
「
爵
隆
い
」
 
は
、
「
隣
の
女
」
 
の
 
「
半
は
日
に
焼
け
て
色
の
黒
 
 

な
た
 

ぷ
を
と
こ
な
 
 

ガ
は
か
 
い
、
眼
の
ぎ
よ
ろ
り
と
し
た
、
鼻
の
隆
い
、
汎
し
て
醜
貌
で
は
無
い
が
」
 
 
 

（
『
紅
葉
全
集
第
四
巻
』
）
 
の
よ
う
に
、
実
際
の
鼻
の
形
を
形
容
す
る
の
に
 
 

使
わ
れ
る
て
い
る
の
に
対
し
、
一
方
の
 
「
鼻
高
い
」
は
、
「
心
の
闇
」
 
の
 
 

く
 
め
 
 
 
き
肌
ど
く
 
 
 
 
あ
ま
 
 
 
 
こ
の
し
な
 
 

た
み
 
 
は
・
り
 
 
う
ち
 
 
 
て
 
カ
l
・
り
 
 

「
お
民
は
腹
の
中
で
手
柄
に
し
て
、
お
久
米
も
気
毒
さ
の
余
り
、
此
品
を
 
 

う
れ
か
ほ
 

は
な
た
か
 

オ
t
い
た
ペ
ん
で
 
 

嬉
し
き
顔
す
れ
ば
、
い
よ
く
鼻
高
に
て
、
例
の
多
粁
の
出
る
ま
～
に
 
 

な
か
も
の
が
た
り
か
へ
 

は
な
た
か
 
 

長
物
語
し
て
帰
り
ぬ
」
 
（
『
紅
菓
全
集
第
四
巻
ヒ
 
の
「
鼻
高
に
て
」
の
よ
 
 

う
に
意
気
揚
々
た
る
さ
ま
を
表
現
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
。
（
2
4
）
の
「
鼻
 
 

高
く
」
か
ら
「
鼻
隆
く
」
 
へ
の
改
変
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
鼻
高
い
」
と
 
 

「
鼻
隆
い
」
 
の
使
い
分
け
が
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

〓 
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の  れ 

「 
（23）  

もと 
）  

めし 

と （24） の 

するこ 例 

と  は、 

が「求 

」 紅葉の 

のは 、 

か 固 
有 

は の 
表 使 

に」 の滞字ら「覚」 い 

に 分 
け 

変え に 

‘． 従 

られ 「 っ 

」  た 、  て 

の 良 

友、の【  は  べき  さ  

の  

、 「 

節
 
「
 
あ
 
で
 
あ
 
ゝ
 
る
。
 
 
 

さ
行
 

よ。 
と 

ん・ル 
るひ 

して はう 
、 

か 

を 
1 

り 

く 

あくび 

汎をする。 
かつ 

「 
お  

かせ  
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し
・
サ
J
人
 
 

八
き
や
う
 
 

て
る
の
で
す
も
の
。
」
《
中
略
》
「
は
い
、
勉
強
だ
け
は
十
分
に
い
た
 
 

し
た
－
 

た
ば
こ
 
 

し
た
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
。
」
と
下
を
向
い
て
煙
草
を
焼
け
る
。
 
 

そ
山
上
こ
が
は
 
 
 
 
か
う
 
 
L
げ
ー
＼
 
 
ふ
 
 

其
横
顔
を
お
香
は
凝
然
と
視
て
ゐ
た
が
 
 

右
の
引
用
文
に
お
い
て
火
鉢
の
火
を
「
お
こ
し
て
」
に
「
峨
し
て
」
を
、
 
 

ま
た
、
煙
草
を
「
つ
け
る
」
 
に
 
「
傾
け
る
」
と
一
般
的
で
な
い
浬
字
を
当
 
 

て
た
の
は
、
意
符
の
 
「
火
」
 
に
注
目
し
て
視
覚
的
に
連
続
性
を
持
た
せ
よ
 
 

う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

鏡
花
の
持
つ
文
字
に
対
す
る
輿
常
な
ほ
ど
の
関
心
は
、
「
「
呂
」
に
「
キ
 
 

ッ
ス
」
と
洒
落
に
ル
ビ
を
ふ
ら
れ
た
先
生
は
、
文
字
の
形
象
に
異
常
な
関
 
 

l
h
一
 
 

心
を
も
た
れ
た
」
と
い
う
証
言
を
細
介
す
る
ま
で
も
な
く
、
人
〓
に
胎
衆
 
 

さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
原
稿
の
添
削
過
程
か
ら
推
し
て
み
る
 
 

と
、
紅
塵
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
と
告
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
 
 

三
 
鏡
花
と
紅
葉
 
 

鏡
花
の
初
期
作
品
へ
の
紅
紫
の
添
削
は
、
句
読
点
の
改
変
か
ら
構
想
や
 
 

主
題
の
変
化
に
至
る
ま
で
広
範
囲
に
亘
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
、
 
 

後
ま
で
継
承
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
、
文
字
の
使
い
方
が
挙
げ
ら
 
 

れ
よ
う
。
鏡
花
は
、
紅
葉
に
入
門
し
て
ま
も
な
い
頃
、
紅
紫
の
 
「
紅
白
凝
 
 

饅
頭
」
を
筆
記
し
た
際
の
様
子
を
 
 

「
や
ゝ
あ
り
て
挨
拶
に
罷
り
出
た
る
は
、
此
処
に
十
三
人
の
神
官
の
 
 

し
る
い
て
た
ち
 
 

司
と
は
見
る
か
ら
着
き
服
装
な
り
。
白
羽
二
重
の
袷
に
、
白
襟
一
二
 
 

え
び
あ
や
 
 

枚
襲
ね
、
雲
立
涌
の
葡
萄
綾
の
袴
の
折
目
正
し
き
裾
長
に
穿
き
な
 
 

番
い
た
 
 

し
、
」
と
い
ふ
や
う
な
と
こ
ろ
を
、
「
い
で
た
ち
と
は
服
装
と
凄
く
ん
 
 

だ
よ
。
」
 
「
雷
立
涌
と
は
斯
う
い
ふ
字
さ
。
」
と
畳
に
番
い
て
見
せ
た
 
 

り
、
「
え
び
あ
や
は
蘭
葡
纏
と
番
く
。
」
 
な
ど
と
教
へ
ら
れ
た
り
し
て
 
 
 

（
「
紅
葉
先
生
の
玄
関
番
」
）
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行
）
 
と
「
陀
と
」
 
が
使
わ
れ
た
の
が
 
「
吃
と
」
 
に
直
さ
れ
、
「
旅
僧
」
 
の
 
 

と
 
た
す
 
 

い
り
し
や
う
〓
人
め
い
 
 
L
ん
か
う
 
 

き
つ
 
 

「
一
生
懸
命
に
信
仰
な
さ
い
、
さ
う
す
れ
ば
眩
 
†
些
 
度
助
か
る
」
 
（
原
 
 

七
丁
ウ
ニ
～
三
行
）
 
の
 
「
陀
度
」
も
「
叱
度
」
 
に
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
 
 

よ
う
に
同
じ
単
語
を
何
回
も
直
さ
れ
る
添
削
の
過
程
に
お
い
て
、
鏡
花
は
 
 

自
分
の
表
現
と
し
て
体
得
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
鏡
花
が
 
 

紅
紫
か
ら
学
ん
だ
文
字
の
使
い
方
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
か
と
い
う
と
、
 
 

決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
作
家
と
し
て
独
り
立
ち
し
た
後
の
鏡
花
の
作
品
 
 

か
ら
は
、
取
捨
選
択
す
る
態
度
が
窺
わ
れ
る
。
上
で
引
用
し
た
「
い
で
た
 
 

ち
」
 
に
当
て
る
漢
字
は
、
明
治
三
〇
年
頃
に
な
る
と
、
添
削
を
受
け
る
前
 
 

に
鏡
花
が
使
っ
て
い
た
「
扮
装
」
が
再
び
用
い
ら
れ
、
「
質
感
目
」
 
（
明
 
 

三
〇
・
一
二
）
、
「
山
中
哲
畢
」
 
（
明
三
〇
・
一
二
）
、
「
玄
武
未
雀
」
 
へ
明
 
 

三
一
 
こ
、
「
笈
摺
草
紙
」
 
（
明
三
一
・
四
）
 
な
ど
の
作
品
に
お
い
て
そ
 
 

の
用
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
自
分
の
表
現
に
固
執
す
る
鏡
花
の
面
貌
が
看
 
 

取
さ
れ
る
一
例
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

次
に
、
会
話
の
妙
味
を
生
か
し
た
登
場
人
物
間
の
長
い
会
話
が
挙
げ
ら
 
 

れ
る
。
手
塚
昌
行
氏
「
鏡
花
文
学
の
変
容
」
 
（
泉
鏡
花
研
究
会
絹
云
論
集
 
 

泉
鏡
花
』
昭
六
二
・
一
一
有
精
堂
）
 
は
、
鏡
花
の
小
説
に
お
け
る
思
軒
 
 

調
の
周
密
文
体
の
趨
勢
を
辿
り
、
「
化
銀
杏
」
 
（
明
二
九
・
二
）
 
を
「
こ
の
 
 

小
説
は
鏡
花
得
意
の
文
体
で
あ
る
会
話
で
筋
を
進
行
さ
せ
る
形
式
を
用
い
 
 

て
い
る
。
し
か
も
鏡
花
の
文
章
技
法
は
会
話
に
は
周
密
文
体
を
使
わ
な
い
 
 

の
で
、
時
折
地
の
文
に
周
密
文
体
は
そ
の
余
韻
を
留
め
る
の
み
と
な
っ
て
 
 

い
る
」
と
説
い
て
い
る
が
、
「
鏡
花
得
意
の
文
体
で
あ
る
会
話
で
筋
を
進
 
 

行
さ
せ
る
形
式
」
 
が
他
な
ら
ぬ
紅
葉
か
ら
の
直
伝
の
芸
で
あ
る
こ
と
を
看
 
 

過
し
て
は
な
る
ま
い
。
紅
葉
の
添
削
の
過
程
に
お
い
て
大
幅
に
加
え
ら
れ
 
 

た
の
が
、
こ
の
登
場
人
物
間
の
会
話
で
あ
る
。
「
義
血
侠
血
」
 
の
再
稲
に
 
 

だ 

は
、
語
り
手
が
介
入
し
、
白
糸
こ
と
お
玉
を
記
憶
し
て
い
な
い
御
者
に
つ
 
 

い
て
、
 
 

し
や
う
 

し  

わ
た
し
 

た
諾
 

ぞ
人
を
 
 

お
玉
 
「
あ
ら
惜
が
な
い
ね
え
、
私
は
よ
く
存
じ
て
居
り
ま
す
、
そ
ら
 
 

L  

こ
な
た
 
 
か
ろ
 
 

い
ひ
 
 

エ
カ
を
カ
 
 
 
 
ム
な
た
 
 
 
u
 
し
や
 
 

い
つ
か
高
岡
か
ら
貴
方
の
馬
車
に
」
と
言
懸
く
れ
ば
、
此
方
は
軽
く
 
 

う
 

〕
ら
・
〕
な
り
 

あ
な
た
 
 

た
ま
れ
 
 
 
打
頒
き
、
「
う
む
、
な
る
ほ
ど
」
お
玉
「
ち
よ
い
と
嬉
し
い
ね
貴
下
 
あ
ば
ぎ
ょ
し
n
∫
l
い
げ
ん
ぉ
ば
 
 
 

お
覚
え
が
ご
ざ
い
ま
す
か
い
」
御
者
は
冷
然
と
し
 
．
 

ぎ
ょ
し
や
 
 
た
・
や
ノ
、
 
わ
も
 
 

し
ん
 
 

ま
せ
ん
」
知
ぬ
べ
し
御
者
は
翠
約
を
垂
む
じ
て
義
務
を
完
う
せ
し
の
 
 

ぶ
の
れ
に
く
た
い
い
だ
 

こ
の
ぴ
し
人
わ
す
 
 

み
な
れ
ば
、
己
肉
林
に
抱
き
し
こ
と
あ
る
此
美
人
を
忘
れ
た
る
を
、
 
 

か
へ
ひ
と
あ
や
L
 

せ
き
に
ん
 
 

《
中
略
》
却
っ
て
人
の
悼
む
ぺ
し
、
あ
ゝ
そ
れ
費
任
の
あ
る
を
知
り
 
 

て
人
．
か
 
い
く
に
ん
 
 

ひ
と
 
 

，
T
〃
レ
 
 

て
人
の
あ
る
を
知
ら
ざ
る
者
そ
も
く
天
下
幾
人
あ
る
 
 

（
原
一
八
丁
り
一
〇
行
～
一
九
丁
サ
ー
二
行
）
 
 
 

し
ん
 
 

の
 
「
知
ぬ
べ
し
」
以
下
の
よ
う
に
、
兼
務
に
忠
実
な
結
果
で
あ
る
と
そ
の
 
 

行
動
の
正
当
性
を
主
張
し
て
い
る
。
が
、
添
削
で
は
、
こ
の
よ
う
な
語
り
 
 

手
の
介
入
が
削
除
さ
れ
る
代
わ
り
に
、
人
物
間
の
会
話
が
多
く
挿
入
さ
 
 

れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
詰
が
進
行
す
る
よ
う
に
変
え
ら
れ
た
。
右
記
の
引
用
 
 

文
に
該
当
す
る
初
出
話
の
本
文
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

し
や
う
h
与
し
 

か
た
ほ
ゑ
 

わ
た
L
わ
す
 
 
 

白
糸
は
片
顔
笑
み
て
、
「
あ
れ
、
情
撫
ぜ
ね
え
。
私
は
忘
れ
や
し
な
 
 

き
よ
L
や
か
う
べ
か
た
L
き
ん
さ
人
女
人
な
 
 
 
い
よ
。
」
 
「
は
て
な
。
」
と
敬
老
は
首
を
傾
け
た
り
。
」
「
金
様
。
」
と
女
 
 
 
 
 
 
 
 
な
れ
′
～
 
 
 
 
 
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
い
さ
人
 
 
よ
ツ
ほ
ど
L
ヤ
う
・
な
 
 
 

は
馴
々
し
く
呼
び
か
け
ぬ
。
《
中
略
￥
お
前
様
は
鯵
程
情
無
し
だ
よ
。
 
 

こ
と
 
 

し
り
頼
ん
だ
を
ん
な
わ
す
 
 

自
分
の
抱
い
た
女
を
忘
れ
る
な
ん
と
い
ふ
車
が
あ
る
も
の
か
ね
。
」
 
 

と
こ
 
 

ま
い
さ
ん
だ
か
 
 

わ
た
L
 
 

「
抱
い
た
？
私
が
？
」
「
あ
ゝ
、
お
前
様
に
拘
れ
た
の
さ
。
」
「
何
度
 
 

い
と
こ
ろ
 
 

で
？
」
 
「
好
い
所
－
」
 
 

（
全
四
三
八
頁
九
行
～
四
三
九
頁
四
行
）
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作
‖
仰
の
ヒ
ロ
イ
ン
白
糸
は
、
再
稲
の
お
玉
に
比
し
て
｛
段
と
馴
れ
馴
れ
 
 

し
い
態
度
で
御
者
と
戯
れ
め
い
た
問
答
を
交
わ
し
て
い
る
が
、
こ
の
幽
切
 
 

れ
の
良
い
対
話
が
添
削
過
程
に
お
い
て
多
く
酋
き
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
 
 

る
。
「
義
血
侠
血
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
「
取
舵
」
 
 

に
お
い
て
も
同
じ
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
以
下
、
「
取
舵
」
 
の
原
稿
と
初
 
 

出
本
を
対
照
し
て
掲
げ
る
。
 
 

（
原
稿
）
 
 

は
一
、
め
′
＼
■
り
け
人
と
・
「
 

か
・
 
 
 

ぁ
ル
 
 
僕
は
百
目
の
船
頭
を
胤
っ
て
揺
る
。
」
「
吹
く
ぜ
く
、
．
お
株
だ
。
」
 
セ
ん
ら
・
つ
さ
て
・
り
≠
良
さ
・
さ
り
・
ル
 
 

「
お
つ
と
船
中
に
て
左
様
な
サ
」
と
は
申
さ
ぬ
も
の
に
て
候
。
」
「
だ
つ
 
 

さ
・
h
 
 
 
よ
 
こ
と
 
 
 

き
一
〃
 
 
♂
′
＼
■
h
 
 
 
け
人
し
㌻
っ
 
 

て
君
、
盲
目
Ⅵ
船
頭
な
ふ
て
軋
ん
だ
も
の
。
」
更
に
眞
麿
と
せ
ぎ
る
 
 

こ
再
・
▲
「
 
 
き
ふ
 
 
 

〆
 
た
 
L
・
り
 
 
 
ま
 
L
 
少
 
 

り
そ
 
 
 
 
 
，
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
誉
㌧
画
村
は
眞
佃
用
黒
綾
伐
 

つ
 

も
御
存
じ
だ
ら
う
。
加
州
河
北
郡
の
八
田
得
ね
、
彼
威
か
ら
ず
の
木
 
 

わ
た
 

い
と
か
い
ひ
人
し
J
・
）
さ
く
 

ノ
～
 
 

村
ま
で
擦
っ
て
能
登
の
梅
酒
の
牌
を
探
ら
う
と
い
ふ
目
的
で
、
家
を
 
 

・
？
1
か
∵
与
つ
れ
 
 

山
た
の
は
六
月
十
日
さ
 
（
原
一
〇
r
オ
」
○
行
～
」
O
r
ウ
八
行
）
 
 
 

と
牒
欄
透
写
1
 
′
し
ソ
＼
工
 
 
 
 
 
そ
山
と
主
 
力
：
▼
‥
∴
 
 
僚
は
盲
目
の
船
頗
に
適
温
し
た
▼
」
セ
が
有
頂
」
劇
友
は
渠
の
背
に
 
 

い
ら
げ
き
 
 
＼
＼
t
 
 

カ
′
、
り
し
 
 
イ
′
＼
 
き
 
 
 

力
・
バ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
壷
を
服
し
て
、
「
軋
ぺ
ぜ
、
お
株
だ
⊥
嘩
生
は
躍
起
と
な
り
て
、
 
 

わ
・
ノ
1
 
 
 
 
 
t
リ
さ
い
 
 

L
リ
さ
い
は
く
 
 
 
み
 
 
㍑
な
し
 
 

き
・
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
君
の
恥
く
ぜ
も
お
株
だ
。
暫
際
だ
さ
、
賓
際
僕
の
見
た
話
だ
。
」
 
 

い
さ
り
 
 
し
人
り
き
ひ
き
 
 
わ
ー
 
 
ゑ
人
け
つ
 
か
 
 
 
上
り
め
 
し
ゅ
人
 
さ
 
 

「
へ
ん
、
璧
の
人
力
挽
、
晰
の
演
説
家
に
雀
盲
の
巡
査
、
い
づ
れ
も
 
 
 

J
ナ
、
 
 

ー
・
ご
い
ぃ
ヽ
・
、
 
 

御
梓
川
に
は
な
ら
ん
か
ら
、
 
 

ち
」
 
 
 
 
十
∵
よ
 
 

－
・
・
ト
 
 

だ
と
思
ふ
な
ら
聞
き
給
ふ
な
。
 
 

か
ノ
ー
ュ
 
 
 
き
は
 
 

そ
の
ニ
ュ
音
L
 
め
人
 
 
 
 
 
ひ
と
く
汽
‖
 
き
 
 

蔽
を
す
る
と
は
、
覚
悟
を
極
め
た
ね
。
其
志
に
免
じ
て
一
條
聞
い
 
 

そ
の
A
か
り
′
は
こ
 
 
い
∴
ば
人
 
 

そ
の
き
人
ち
や
う
 
 

て
や
ら
う
。
其
代
畏
を
一
本
。
《
中
略
》
」
 
「
其
謹
聴
の
き
ん
の
字
は
 
 

し  

∨
 
＼
Y
1
．
∃
H
H
王
ノ
ノ
ノ
 
∫
山
－
1
ノ
l
て
■
．
－
′
し
 
ヽ
「
｛
．
「
」
 
 
 
 
l
Y
 
一
 
．
」
コ
「
、
、
■
 
 ，
 
そ
 
 

さ
 
 
 
わ
ん
 
 
た
ま
 
 

然
う
思
ひ
給
へ
。
」
 
「
失
敬
な
！
荒
混
 
 
 

は
く
 
 
ひ
と
り
 
 
ー
は
な
L
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
し
ー
n
 
僕
は
軍
閲
で
話
を
す
る
。
」
「
軍
掬
で
 
 

′
チ
 

そ
山
た
ば
こ
 
出
 
 

〓
∵
Å
∵
詔
・
八
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
吏
 
リ
㌧
∧
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
†
て
頂
－
叩
も
 
 
九
し
・
へ
 
 
瀾
金
の
き
ん
の
字
だ
ら
う
。
」
「
未
だ
詳
な
ら
ず
。
」
と
某
夜
は
頭
を
 
 

す  

I i 

き
ん
ち
で
．
っ
 
た
‡
 
 
 
 
き
1
ね
人
 
 
心
リ
 
 
 

u
つ
 
た
 
力
′
 
 
 
 
 
あ
す
こ
 
 
 
 
・
り
山
∵
き
L
・
り
 
 
わ
た
 
 
 
 
 
 
 
山
 
と
 
 
 
か
い
ひ
ノ
八
 
 
し
ょ
う
 
 
さ
ノ
＼
 
 
 
八
田
潟
ね
、
彼
所
か
ら
字
木
村
へ
洩
ッ
て
、
能
管
の
梅
漬
の
牌
を
探
 
 

り
ち
い
r
し
 
 

ト
“
J
ヽ
 

ら
う
と
思
つ
て
、
家
を
出
た
の
が
六
月
の
、
あ
れ
は
十
日
…
だ
つ
た
 
 

か
な
 
 

（
全
六
二
四
頁
一
五
行
～
六
二
六
貫
五
行
）
 
 

右
の
引
用
文
は
、
「
取
舵
」
 
の
三
田
村
（
初
出
本
で
は
学
生
）
 
が
そ
の
 
 

友
人
に
自
分
が
〓
撃
し
た
盲
人
船
頭
の
詣
を
し
よ
う
と
す
る
場
面
で
あ
る
 
・
て
・
、
ト
 
 

が
、
初
出
本
で
は
、
二
人
の
や
り
取
り
が
多
く
加
え
ら
れ
て
い
る
。
「
躾
 
 

し
げ
⊥
∵
J
人
 
 

き
ん
ヘ
ヤ
▼
－
 
 

謹
聴
の
き
ん
の
字
は
現
金
の
き
ん
の
字
だ
ら
う
。
」
 
と
地
口
を
駆
使
し
て
 
 

応
酬
を
交
わ
す
の
は
、
い
か
に
も
紅
葉
ら
し
い
手
法
と
い
え
よ
う
。
こ
 
 

の
よ
う
に
鏡
花
は
、
人
物
た
ち
の
会
話
の
妙
味
を
生
か
し
た
表
現
法
を
紅
 
 

紫
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
学
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

文
字
の
使
い
方
と
豊
嶋
人
物
た
ち
の
良
い
会
話
文
は
、
と
も
に
技
法
面
 
 

で
の
特
徴
と
い
え
る
が
、
鏡
花
が
、
紅
塵
か
ら
小
説
創
作
上
の
根
法
面
で
 
 

多
く
影
響
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
影
響
 
 

は
、
文
字
の
使
い
方
の
例
に
お
い
て
も
論
じ
た
よ
う
に
鏡
花
が
紅
葉
の
教
 
 

え
を
全
面
的
に
受
け
人
れ
た
と
は
い
え
ず
、
ま
た
、
あ
く
ま
で
も
添
削
を
 
 

受
け
る
前
の
原
稿
に
垣
間
見
ら
れ
た
鏡
花
独
自
の
作
品
世
界
に
固
執
し
展
 
 

開
さ
せ
た
後
の
文
学
的
営
み
を
考
え
る
な
ら
、
蔑
要
で
は
あ
る
が
根
本
的
 
 

な
も
の
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
鏡
花
が
紅
葉
よ
り
受
け
継
 
 

よ
り
ん
L
ゆ
う
さ
い
あ
い
 
 

い
だ
よ
り
根
本
的
な
も
の
は
、
死
に
際
に
も
「
予
は
臨
終
の
際
に
於
て
、
 
 

よ
 
 
 
わ
も
 
 
ほ
ど
 
 
ぷ
ん
L
や
う
 
 
か
 
 

な
、
た
び
に
人
げ
ん
 
 
う
よ
 
 

七
度
人
間
に
生
れ
て
、
予
が
思
ふ
程
の
文
車
を
薄
か
う
と
為
る
の
で
あ
 
 

る
」
 
（
「
病
骨
録
」
明
三
六
二
〇
）
 
と
述
べ
た
紅
葉
の
文
章
へ
の
執
着
に
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尽
き
よ
う
。
 
 
 

以
上
、
紅
葉
の
添
削
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
中
心
に
し
て
鏡
花
が
紅
葉
か
 
 

ら
受
け
た
影
響
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
鏡
花
の
原
稿
に
対
す
る
考
察
を
通
 
 

し
て
二
人
の
作
家
の
立
脚
点
の
差
異
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 
 
 

「
義
血
侠
血
」
 
の
御
者
は
、
学
資
を
援
助
し
た
い
と
い
う
白
糸
の
捷
案
 
 

き  

を
蹄
踊
っ
た
末
、
受
け
入
れ
る
こ
と
に
す
る
が
、
鏡
花
の
原
稿
と
紅
葉
に
 
 

よ
っ
て
全
面
的
に
直
さ
れ
た
初
出
本
と
の
間
に
は
そ
の
態
度
に
相
通
が
あ
 
 

る
。
 
 

稿
）
 
 
 

き
 
 
 

奈
与
享
∴
 
 
 

よ
こ
．
妄
∴
 
 

御
者
「
い
か
に
も
御
志
恭
な
い
、
し
か
し
我
が
束
頂
へ
行
つ
て
し
 
 

こ
け
一
人
 
 
 

ほ
、
や
し
な
も
の
な
 
 
 

ま
う
と
母
を
鵜
ふ
者
が
無
い
」
お
玉
「
イ
エ
そ
れ
も
御
心
配
な
さ
い
 
 

せ
わ
・
も
か
 
 
 

わ
た
し
 
 
 

お
よ
 
 
 

ま
す
な
、
及
ば
す
な
が
ら
私
が
」
「
な
に
」
「
き
つ
と
お
世
話
申
し
ま
 
 

き
よ
し
や
 
 
し
ば
ら
く
 
L
あ
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
山
ぞ
ん
 
 
 
 
 
 
㍑
・
「
し
■
リ
 
ム
り
ん
ー
 
 
す
る
」
御
者
は
多
時
思
案
し
て
、
「
そ
れ
で
は
望
だ
け
の
報
酬
を
捲
 
 

（
原
二
四
丁
り
六
行
～
二
五
r
オ
一
行
）
 
 

わ
た
し
 
と
・
J
き
で
・
，
 
 
し
 
 

め
聞
き
ま
せ
う
」
 
 

（
初
出
本
）
 
 
 
 
 
 
 
 
し
か
 
 
 
 
 
 
 
二
・
 
 
ぃ
と
 
 
 
 
こ
よ
 
 

「
然
し
ね
、
愛
に
二
つ
窮
ッ
た
の
は
、
私
が
束
京
へ
行
り
て
し
ま
 
 

u
・
お
や
ひ
と
り
 
 

き
∫
し
ヾ
 
 
ゆ
・
〃
 
 

れ
た
し
 
 

ふ
と
、
母
親
が
螢
濁
で
…
。
」
 
 

こ
 
し
人
ほ
い
 
な
 
 

「
そ
れ
は
御
心
配
無
く
。
及
ば
ず
な
が
ら
私
が
ね
。
」
敬
老
は
夢
牒
 
 

き
ノ
 
ト
▼
＋
・
上
 
 
 

し
√
J
い
と
 
 
f
こ
し
一
 
か
ん
て
 
ち
・
り
J
 
 

】
・
ち
 
 
か
ハ
 
 
こ
と
ば
 
 
よ
 
 

し
な
な
に
わ
い
そ
，
〃
あ
 
 
 
岳
な
け
れ
ば
無
ら
ん
が
、
何
か
御
所
望
は
有
り
ま
せ
ん
か
ご
 
 

心
地
に
て
渠
の
語
を
待
て
り
。
白
糸
は
腺
を
面
に
蕗
し
て
「
蛇
度
掛
 
 

ん
Y
山
上
い
1
 

し
り
曇
 
 
 

け
わ
 
 
 

世
話
を
し
ま
す
か
ら
。
」
「
い
や
、
ど
う
も
重
々
、
そ
れ
で
は
簡
に
掛
 
 

わ
た
し
 
こ
い
ゎ
ん
が
へ
し
 
 

ま
い
さ
ん
 
 
た
飢
 
ち
か
・
h
 
か
よ
 
 
 
 
 
 
 
 
■
㌻
）
 
 
ま
ん
。
私
も
此
報
恩
に
は
、
お
前
様
の
為
に
力
の
及
ぶ
だ
け
の
事
は
 
 

（
全
四
四
九
質
八
～
．
四
行
）
 
 
 

い
か
に
も
黄
面
白
そ
う
な
原
稿
の
御
者
に
比
し
、
初
出
本
の
御
者
に
自
 
 

尊
心
な
ど
は
見
ら
れ
ず
、
知
り
合
っ
た
ば
か
り
の
女
性
に
経
済
的
援
助
へ
 
 

の
期
待
を
か
け
て
い
る
。
読
者
に
は
、
世
俗
的
な
一
面
を
持
つ
御
者
が
、
 
 

か
え
っ
て
現
実
味
の
あ
る
人
物
に
映
る
の
で
あ
ろ
う
。
作
者
は
、
登
場
人
 
 

物
た
ち
に
対
し
て
常
に
一
定
の
距
離
を
保
ち
、
世
間
叫
般
の
目
線
か
ら
眺
 
 

め
る
。
度
胸
が
据
わ
り
、
並
は
ず
れ
て
気
前
の
い
い
白
糸
は
 
「
怪
し
い
美
 
 

女
」
と
し
て
映
り
、
盲
目
の
身
で
山
人
船
旅
を
す
る
「
取
舵
」
の
老
人
は
、
 
 

や 

え 

あ
く
ま
で
 
「
厄
介
物
」
に
な
る
し
か
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
、
鏡
花
の
描
い
 
 

た
人
物
に
は
、
近
い
距
離
で
屑
を
持
つ
作
者
の
噴
か
い
眼
差
し
が
つ
き
ま
 
 

と
う
。
紅
葉
の
お
転
婆
で
世
慣
れ
し
た
白
糸
に
比
し
て
、
鏡
花
の
白
糸
は
 
 

常
に
ま
じ
め
で
あ
り
、
時
に
は
し
と
や
か
な
面
貌
さ
え
見
せ
る
。
の
み
な
 
 

⊂
人
か
う
 

そ
の
つ
み
 
 

ら
ず
、
白
糸
が
殺
人
を
犯
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
天
公
を
ん
て
其
罪
を
 
 

た
ま
 
 
も
さ
い
 
 
 
 
 
力
 
 
ほ
う
め
ん
 
 

で
 
ほ
う
ち
 
 
L
さ
い
 
 
L
よ
 
 

ろ
ん
 
 

論
ぜ
し
め
ば
、
出
刃
打
を
死
罪
に
魔
し
て
お
玉
を
無
罪
と
し
且
つ
放
免
せ
 
 

て
ん
L
 
 

ざ
い
あ
く
す
へ
 

く
ふ
ぜ
人
 
 

な
人
 

た
ま
 
 

む
、
何
と
な
れ
ば
お
玉
が
な
せ
る
罪
悪
は
凡
て
こ
れ
偶
然
に
し
て
天
か
爾
 
 

こ
と
く
わ
人
 
 

か
な
す
を
止
む
を
得
ぎ
ら
し
め
た
る
が
如
き
観
あ
れ
ば
な
り
」
と
、
偶
発
 
 

的
で
あ
り
天
運
に
よ
る
も
の
と
語
り
手
に
語
ら
せ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
 
 

な
叙
述
か
ら
も
、
明
ら
か
に
白
糸
を
擁
護
す
る
姿
勢
が
感
じ
取
ら
れ
る
。
 
 

ま
た
、
鉢
花
の
原
稿
に
お
け
る
「
取
舵
」
の
盲
目
の
老
人
は
、
身
動
き
が
 
 

不
自
由
で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
不
幸
な
る
」
人
物
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
老
 
 

人
へ
の
形
容
は
、
老
人
に
近
い
観
点
か
ら
の
感
想
で
あ
ろ
う
。
が
、
紅
葉
 
 

の
涼
別
に
お
い
て
は
「
厄
介
な
る
」
老
人
に
変
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
 
 

一
人
船
旅
に
出
た
肯
目
の
老
人
を
眺
め
る
周
り
の
一
般
的
な
感
想
を
代
弁
 
 

す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
鏡
花
と
紅
葉
が
そ
の
立
脚
点
 
 

を
輿
に
し
て
い
る
こ
と
を
顕
わ
に
す
る
実
例
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
 
 

に
資
質
の
緊
な
る
師
匠
の
下
で
送
っ
た
修
業
時
代
を
鏡
花
は
、
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其
頃
私
は
妙
に
自
分
の
物
が
番
け
な
く
な
つ
て
了
つ
た
。
先
生
の
内
 
 

へ
上
る
ま
で
は
、
も
う
直
ぐ
作
者
に
で
も
な
れ
る
気
で
居
た
が
、
先
 
 
 

生
の
許
へ
参
じ
て
、
眼
が
段
々
開
い
て
来
る
と
何
だ
か
怖
気
が
つ
い
 
 

て
、
気
ぬ
け
が
し
た
や
う
で
、
些
と
も
筆
が
立
た
な
い
。
そ
し
て
、
 
 

今
ま
で
は
ぎ
蛇
に
怖
ぢ
ず
で
や
つ
て
居
た
と
い
ふ
こ
と
を
感
じ
た
。
 
 

《
中
略
》
私
の
そ
の
時
分
の
生
活
は
、
一
か
ら
十
ま
で
先
生
の
世
話
 
 

を
受
け
て
居
た
の
で
、
且
つ
先
生
と
い
ふ
も
の
が
中
心
と
な
つ
て
、
 
 

私
の
自
分
と
い
ふ
も
の
は
ず
つ
と
引
込
ん
で
居
た
。
 
 

（
「
紅
紫
先
生
の
玄
関
番
」
）
 
 

と
、
回
想
す
る
。
引
用
文
か
ら
は
鏡
花
が
紅
葉
の
手
厚
い
世
話
を
受
け
、
 
 

且
つ
尊
敬
し
て
や
ま
な
い
師
匠
に
心
酔
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
が
、
同
 
 

時
に
創
作
面
で
は
沈
滞
し
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
の
原
因
と
し
 
 

て
は
、
鏡
花
自
身
「
盲
蛇
に
怖
ぢ
ず
」
と
い
う
比
喩
を
使
っ
て
い
る
よ
う
 
 

に
、
今
ま
で
知
ら
ぬ
が
ゆ
え
に
か
え
っ
て
気
ま
ま
に
沓
け
た
の
が
、
い
ろ
 
 

ん
な
こ
と
を
見
聞
し
、
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
番
く
こ
と
の
大
変
さ
 
 

が
分
り
自
信
を
無
く
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
が
、
続
く
「
先
生
と
い
ふ
も
 
 

の
が
中
心
と
な
つ
て
、
私
の
自
分
と
い
ふ
も
の
は
ず
つ
と
引
込
ん
で
居
 
 

た
」
と
い
う
の
と
考
え
合
せ
る
と
、
沈
滞
の
原
因
が
、
単
純
な
も
の
で
は
 
 

な
か
っ
た
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
。
自
信
を
無
く
し
つ
つ
あ
っ
た
鏡
花
は
、
 
 

創
作
面
や
生
活
面
に
お
い
て
師
紅
葉
の
存
在
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
 
 

ど
、
ま
す
ま
す
委
縮
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
り
に
紅
葉
が
 
 

意
識
的
に
押
え
つ
け
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
紅
葉
と
文
学
の
色
が
適
う
と
 
 

い
う
こ
と
に
気
付
い
た
鏡
花
は
、
本
来
持
っ
て
い
る
素
質
を
無
意
識
の
う
 
 

ち
に
、
抑
圧
し
て
い
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
 
 
 

小
栗
風
紫
は
、
紅
葉
の
指
導
法
に
つ
い
て
「
作
物
上
に
は
寧
ろ
電
大
」
 
 

で
あ
り
、
文
車
も
自
分
の
文
体
を
押
し
っ
け
る
の
で
は
な
く
、
森
鴎
外
の
 
 

文
章
を
勧
め
、
内
管
も
各
自
の
特
長
を
発
揮
さ
せ
た
が
っ
て
い
た
と
回
想
 
 

け
・
 
 

し
て
い
る
。
こ
の
時
糊
の
紅
紫
は
、
明
治
二
五
年
一
月
の
 
「
二
人
女
帝
」
 
 

の
中
三
縮
か
ら
一
言
文
一
致
体
を
沓
き
始
め
、
翌
年
の
明
治
二
六
年
に
は
西
 
 

鶴
体
の
 
「
心
の
闇
」
を
省
き
、
同
年
の
 
「
隣
の
女
」
以
降
「
紫
」
 
（
明
 
 

二
ヒ
・
こ
、
「
冷
熱
」
 
（
明
二
七
・
五
～
七
月
）
 
の
三
作
に
挽
け
て
言
文
 
 

致
体
を
採
用
し
、
「
不
言
不
語
」
 
（
明
二
八
・
元
旦
～
三
・
一
二
）
 
の
折
 
 

衷
体
へ
と
、
文
体
が
作
品
ご
と
に
変
わ
る
文
体
上
の
試
作
期
で
あ
っ
た
。
 
 

特
に
、
明
治
二
七
年
か
ら
二
八
牛
の
閤
は
、
文
体
へ
の
腐
心
が
創
作
上
の
 
 

川
〉
 
 

不
振
を
招
き
、
作
家
的
危
機
に
直
面
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
よ
 
 

う
な
状
況
下
の
紅
紫
に
と
っ
て
、
門
弟
た
ち
に
自
分
の
文
体
を
強
い
る
ほ
 
 

ど
の
余
裕
は
な
か
っ
た
よ
う
に
推
測
し
得
る
。
 
 
 

紅
紫
が
文
体
や
内
容
に
い
く
ら
優
太
で
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
創
作
 
 

上
門
前
た
ち
が
紅
葉
の
影
響
か
ら
自
由
に
な
り
え
た
と
い
う
意
味
で
は
な
 
 

い
。
と
い
う
の
は
、
鏡
花
と
紅
葉
の
文
学
的
性
向
の
適
い
は
、
鏡
花
的
特
 
 

性
の
顕
著
な
作
品
が
後
回
し
に
さ
れ
た
り
選
別
的
に
発
表
さ
れ
た
と
い
う
 
 

至
極
現
実
的
な
問
題
と
し
て
現
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
「
貧
民
倶
楽
 
 

部
」
の
添
削
過
程
に
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
滞
削
に
よ
っ
て
作
品
の
構
 
 

成
が
変
え
ら
れ
た
こ
と
や
、
「
聾
の
一
心
」
 
の
末
尾
の
削
除
を
含
む
棒
削
 
 

は
、
鏡
花
の
本
来
の
意
図
と
は
隔
た
り
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
こ
 
 

の
よ
う
な
状
況
は
個
性
の
強
い
鏡
花
に
一
方
で
は
早
く
独
り
立
ち
し
た
い
 
 

と
い
う
思
い
を
掻
き
立
て
た
に
相
通
な
い
。
 
 
 

で
は
、
こ
の
よ
う
に
文
学
的
性
向
の
異
な
る
紅
葉
の
指
導
に
対
し
て
、
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鏡
花
が
自
分
の
意
向
を
曲
げ
な
が
ら
も
従
っ
た
こ
と
の
意
味
は
何
で
あ
ろ
 
 

う
か
。
作
品
世
界
に
お
い
て
は
権
力
に
反
抗
意
識
を
描
き
な
が
ら
、
実
際
 
 

の
生
活
に
お
い
て
は
権
力
に
弱
い
一
面
を
見
せ
て
い
た
こ
と
は
、
周
知
 
 

の
事
実
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
逸
話
か
ら
も
鏡
花
の
性
格
を
推
測
さ
れ
 
 

よ
う
。
紅
葉
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
と
考
え
ら
 
 

れ
る
。
鏡
花
に
と
っ
て
当
時
若
く
し
て
文
壇
の
大
家
を
任
じ
て
い
た
紅
葉
 
 

は
、
別
の
大
御
所
で
あ
っ
た
坪
内
遭
遇
な
ど
よ
り
は
、
近
寄
り
や
す
い
存
 
 

在
で
あ
り
、
鏡
花
は
ど
う
に
か
し
て
紅
葉
の
庇
護
の
も
と
に
文
壇
に
進
出
 
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
 
 

う
に
当
時
の
鏡
花
は
、
思
軒
や
、
鴎
外
な
ど
当
時
の
大
家
の
思
想
や
文
体
 
 

を
自
分
の
作
品
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
時
勢
に
敏
感
な
側
面
を
 
 

見
せ
て
お
り
、
文
壇
の
雰
囲
気
を
十
分
察
知
し
て
い
た
と
思
慮
さ
れ
る
。
 
 

観
念
小
説
を
書
い
た
の
も
、
時
代
の
空
気
を
敏
感
に
読
ん
だ
こ
と
と
あ
な
 
 

が
ち
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
鏡
花
の
紅
葉
へ
の
尊
敬
の
念
に
疑
い
を
持
 
 

つ
わ
け
で
は
な
い
が
、
鏡
花
に
は
紅
葉
の
持
つ
才
能
に
反
応
し
た
と
こ
ろ
 
 

が
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
 
 

四
 
お
わ
り
に
 
 

以
上
、
鏡
花
の
初
期
作
品
に
対
す
る
紅
葉
の
添
削
の
様
相
に
つ
い
て
考
 
 

察
を
行
っ
て
き
た
。
紅
葉
の
添
削
は
、
作
品
に
反
映
さ
れ
て
い
た
自
伝
的
 
 

な
要
素
や
抽
象
的
な
表
現
、
現
実
性
の
無
い
内
容
を
削
除
し
、
人
物
中
心
 
 

の
筋
立
て
を
重
視
す
る
方
向
で
な
さ
れ
た
。
紅
葉
は
、
人
物
を
あ
く
ま
で
 
 

も
読
者
の
立
脚
す
る
日
常
的
な
眼
差
し
に
よ
っ
て
描
写
し
、
読
者
の
興
味
 
 

が
持
た
れ
る
よ
う
に
細
部
の
表
現
を
書
き
換
え
た
。
こ
の
よ
う
な
内
容
や
 
 

構
想
の
変
化
と
と
も
に
、
紅
葉
は
、
創
作
上
の
最
も
基
本
的
な
事
柄
と
い
 
 

え
る
語
法
や
文
字
の
使
い
方
に
対
す
る
徹
底
的
な
指
導
を
通
し
て
作
品
の
 
 

完
成
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、
文
章
の
リ
ズ
ム
を
重
視
し
、
視
覚
的
効
果
 
 

を
考
慮
す
る
な
ど
、
文
の
効
用
を
図
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
看
取
し
得
る
。
 
 

生
涯
に
畠
っ
て
新
聞
小
説
を
番
き
続
け
た
紅
葉
は
、
規
範
文
の
意
識
を
 
 

持
っ
て
い
た
と
思
慮
さ
れ
、
当
然
添
削
に
も
そ
の
よ
う
な
意
識
が
作
用
し
 
 

た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

紅
葉
の
添
削
を
経
る
前
の
鏡
花
の
原
稿
に
は
、
異
様
で
不
気
味
な
も
の
 
 

へ
の
晴
好
や
母
へ
の
思
恭
、
お
よ
び
怪
異
と
の
遭
遇
と
い
っ
た
鏡
花
文
学
 
 

の
基
盤
要
素
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
諸
要
素
が
主
調
を
 
 

な
し
、
そ
れ
に
作
者
の
自
伝
的
な
出
来
事
や
社
会
相
を
反
映
し
た
新
聞
記
 
 

事
や
戦
争
の
よ
う
な
時
事
的
素
材
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
 

様
々
な
作
品
と
し
て
結
実
し
て
い
っ
た
の
が
、
初
期
鏡
花
の
小
説
創
作
の
 
 

方
法
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
鏡
花
は
、
文
体
の
面
で
寛
大
だ
っ
 
 

た
紅
葉
の
下
で
、
い
ろ
ん
な
試
行
錯
誤
を
重
ね
る
う
ち
に
、
作
品
の
内
容
 
 

に
見
合
う
文
体
を
見
出
し
た
の
で
あ
り
、
自
分
が
志
向
す
る
作
品
を
次
々
 
 

と
世
に
生
み
出
す
に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
時
代
の
趨
勢
と
共
 
 

に
、
鴎
外
の
文
体
や
浪
滑
的
な
作
風
が
思
軒
調
の
文
体
や
観
念
に
取
っ
て
 
 

代
わ
っ
た
後
、
原
稿
に
そ
の
萌
芽
を
見
せ
て
い
た
鏡
花
の
特
性
は
、
生
き
 
 

残
り
、
よ
り
深
化
さ
れ
た
形
で
発
揮
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

従
来
の
文
学
史
家
の
よ
う
に
、
鏡
花
の
初
期
小
説
を
そ
の
中
心
に
観
念
 
 

小
説
を
置
き
、
そ
の
後
の
浪
漫
的
な
作
品
と
の
関
係
を
説
明
し
よ
う
と
す
 
 

る
の
は
、
文
壇
の
時
流
に
合
わ
せ
た
単
線
的
な
視
点
と
い
え
る
。
鏡
花
作
 
 

品
に
対
す
る
そ
の
よ
う
な
評
価
が
定
着
し
た
背
景
に
、
紅
葉
の
添
削
に
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よ
っ
て
鏡
花
固
有
の
特
性
が
商
い
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
く
関
 
 

わ
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
従
前
の
よ
う
な
評
価
軸
 
 

に
よ
っ
て
閑
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
観
念
小
説
以
前
の
初
期
作
品
や
、
原
稿
 
 

に
見
ら
れ
る
鏡
花
固
有
の
特
性
、
お
よ
び
可
能
性
こ
そ
、
鏡
花
文
学
の
基
 
 

髄
を
成
す
も
の
で
あ
っ
た
。
鏡
花
が
一
人
前
の
小
説
家
と
し
て
独
立
し
た
 
 

後
、
そ
れ
ら
の
特
性
が
よ
り
華
や
か
に
花
開
き
、
数
々
の
作
品
に
結
実
し
 
 

た
こ
と
は
、
初
期
作
品
の
原
稿
に
見
ら
れ
る
諸
要
素
が
、
鏡
花
に
と
っ
て
 
 

ど
れ
ほ
ど
根
元
的
で
強
固
な
も
の
で
あ
る
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
 

注
 
 

（
1
）
 
松
村
氏
は
、
紅
葉
の
添
削
の
要
点
を
1
句
読
点
の
加
筆
、
2
誤
字
・
仮
名
迫
・
 
 

用
字
の
訂
正
改
変
、
3
生
硬
な
表
現
の
改
変
、
4
不
自
然
な
設
定
の
削
除
・
改
 
 

変
、
5
会
話
の
加
筆
挿
人
及
び
改
変
、
6
作
者
の
個
人
的
閲
歴
や
感
情
を
底
接
 
 

反
映
さ
せ
た
部
分
の
削
除
、
7
観
念
的
・
抽
象
的
な
部
分
の
削
除
の
よ
う
に
捉
 
 

え
て
い
る
が
、
個
々
の
項
目
の
詳
細
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
 

（
2
）
 
「
旅
僧
」
 
の
原
稿
は
二
機
構
が
あ
り
、
原
揚
を
「
信
仰
」
と
し
、
全
一
〇
丁
分
 
 

あ
る
う
ち
、
紅
草
の
漆
別
の
跡
五
二
丁
オ
モ
テ
 
（
丁
の
オ
モ
テ
、
ウ
ラ
は
、
以
 
 

下
、
オ
、
り
と
略
す
る
）
 
ま
で
残
す
の
と
、
職
名
が
「
信
仰
」
 
か
ら
「
人
坊
 
 

主
」
 
に
変
え
ら
れ
、
全
二
二
T
の
原
稿
の
全
て
に
添
削
の
跡
が
見
ら
れ
る
も
の
 
 

と
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
便
宜
ヒ
、
前
者
を
「
旅
僧
 
（
A
）
」
、
後
者
右
「
旅
 
 

僧
（
B
）
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
 

（
3
）
本
文
の
引
網
は
、
『
鏡
花
全
集
』
（
昭
六
一
～
平
元
 
岩
波
番
店
）
 
に
よ
る
り
 
ま
 
 

た
、
自
筆
原
稿
は
慶
応
鵡
塾
図
酋
虚
飾
蔵
の
も
の
を
用
い
た
∵
原
稿
を
引
糾
す
 
 

る
に
あ
た
っ
て
は
、
引
周
文
の
取
り
消
し
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
た
部
分
は
、
紅
簗
 
 

に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
部
分
で
あ
り
、
訂
正
し
た
個
所
は
 
】
 
「
 
加
筆
部
分
 
 

は
 
（
 
）
 
で
囲
み
表
し
た
〕
 
ま
た
、
鏡
花
自
身
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
簡
帝
は
 
 

［
 
］
、
加
筆
部
分
は
 
【
 
】
 
で
囲
い
区
別
し
、
原
稿
か
ら
の
引
用
の
う
ち
、
判
 
 

読
困
難
な
箇
所
は
「
□
」
 
で
表
し
た
り
さ
ら
に
、
原
稿
を
長
く
引
用
す
る
際
に
 
 

は
、
参
考
ま
で
に
対
応
す
る
全
集
の
頁
数
、
お
よ
び
行
数
も
併
記
す
る
 
（
原
稿
 
 

は
「
原
」
、
全
集
は
「
全
」
と
略
す
る
）
。
 
 

T
ユ
ニ
の
共
進
会
に
つ
い
て
は
、
「
北
国
新
聞
」
の
記
事
に
基
づ
い
た
秋
山
稔
氏
「
『
義
 
 

血
採
血
b
－
草
稿
に
お
け
る
構
想
の
原
点
」
 
（
『
国
文
学
解
釈
と
鉦
署
』
第
丘
四
 
 

啓
一
二
号
 
平
氏
・
一
一
至
文
鷺
）
 
の
詳
細
な
報
告
が
あ
る
。
 
 

盲
）
越
野
格
氏
「
「
観
念
小
説
論
」
の
た
め
の
序
晶
T
－
鍾
花
に
お
け
る
（
虚
構
）
の
 
 

意
味
－
」
 
三
園
語
国
文
研
究
』
第
五
六
号
 
昭
五
∵
八
）
 
は
、
鏡
花
と
叔
母
 
 

申
附
き
ん
の
交
流
に
つ
い
て
言
及
し
、
村
松
定
孝
氏
「
鋭
花
小
説
・
戯
曲
解
題
」
 
 

（
『
泉
鋭
花
事
典
』
昭
九
L
∴
∴
 
有
棉
堂
）
 
は
、
「
お
弁
当
三
人
繭
」
の
叔
母
 
 

お
鈴
の
造
型
に
、
鏡
花
と
叔
陣
中
閃
き
ん
の
対
面
の
体
験
が
影
響
し
た
こ
と
を
 
 

指
摘
し
て
い
る
 

ヽ
十
一
 
 

（
6
）
越
野
氏
は
、
前
掲
論
文
で
こ
の
「
鏡
花
」
を
作
者
の
署
名
と
捉
え
て
い
る
が
、
 
 

、
′
ノ
、
一
－
 
 

革
立
て
〓
L
こ
の
す
ぐ
卜
と
い
う
そ
の
位
置
と
、
「
鏡
花
」
と
振
り
仮
名
が
付
 
 

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
小
見
出
し
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
 
 

（
エ
 
「
紅
葉
先
ヰ
の
門
ド
教
授
法
」
 
重
賞
軍
照
界
』
第
一
巻
第
八
智
 
明
二
九
∴
0
）
 
 

を
参
照
。
 
 

有
精
壁
）
 
 

（
8
）
秋
山
稔
氏
「
慈
詳
の
時
代
の
文
学
」
宗
論
簾
泉
鏡
花
』
昭
六
二
・
 
 

は
「
常
民
倶
楽
部
」
 
の
内
容
が
鹿
鳴
館
で
実
際
に
開
催
さ
れ
た
婦
人
慈
善
会
の
 
 

様
子
や
婦
人
会
に
対
す
る
世
評
な
ど
を
踏
ま
え
て
い
な
が
ら
も
、
そ
の
細
部
の
 
 

描
写
に
お
い
て
は
径
庭
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
 
 

（
9
）
松
村
友
視
氏
は
「
鏡
花
初
期
作
‖
仰
の
執
筆
時
期
に
つ
い
て
ー
『
n
鬼
女
物
語
』
 
 

を
中
心
に
－
」
 
（
『
三
相
国
史
』
第
四
埠
 
昭
六
U
∴
U
）
 
に
お
い
て
「
リ
ア
 
 

リ
ズ
ム
作
家
と
し
て
の
紅
塵
の
一
面
を
う
か
が
わ
せ
る
」
 
と
指
摘
し
て
い
る
ひ
 
 

（
1
0
）
細
山
本
に
お
い
て
加
え
ら
れ
た
記
述
で
原
稿
の
ニ
ー
丁
り
三
～
六
行
に
当
た
る
 
 

（
1
1
）
松
村
友
視
氏
「
『
鶉
血
侠
血
』
 
の
変
容
－
紅
葉
改
作
を
め
ぐ
っ
て
」
 
（
『
日
本
近
代
 
 

文
学
』
琴
二
一
輿
 
昭
瓦
九
・
り
0
）
 
は
、
女
の
怪
し
さ
の
強
調
に
は
「
読
者
 
 

の
興
味
を
つ
な
ぐ
慮
味
も
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
 
 

（
ほ
）
御
隠
居
の
作
品
の
後
半
で
の
唐
突
な
驚
場
は
、
物
語
全
体
を
眺
め
る
時
、
均
衡
 
 

が
取
れ
て
い
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
原
因
は
、
原
稿
に
お
け
る
紅
 
 

葉
の
添
削
に
よ
っ
て
削
ら
れ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
貰
い
換
え
れ
ば
、
物
 
 

32   



語
の
前
半
で
紅
葉
に
よ
っ
て
御
隠
居
の
存
在
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
 

御
隠
居
の
役
割
は
縮
小
さ
れ
、
ま
た
、
物
語
の
構
成
も
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
 
 

（
1
3
）
 
漣
 
（
7
）
 
の
前
掲
薔
に
よ
る
l
〕
 
 

へ
1
4
）
紅
葉
の
作
品
の
引
用
は
、
『
紅
葉
全
集
』
 
（
平
嵐
～
七
 
哲
波
番
店
）
 
に
よ
る
 
 

へ
1
5
）
 
紅
葉
は
 
「
た
の
む
」
を
「
お
願
い
す
る
」
 
の
意
味
で
使
う
時
は
、
「
糠
」
 
の
字
 
 

が
当
て
ら
れ
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
他
に
も
「
依
頼
」
、
「
依
嘱
」
、
「
蘭
」
、
「
瞞
」
 
 

な
ど
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
 

（
1
6
）
浦
野
英
二
「
文
字
と
先
生
」
（
『
図
沓
』
昭
一
五
∴
三
、
引
用
は
「
月
報
山
九
」
『
鏡
 
 

花
全
集
月
報
』
 
に
よ
る
）
 
を
参
照
。
 
 

（
1
7
）
 
現
存
す
る
「
取
舵
」
 
の
原
稿
に
紅
葉
の
添
削
の
跡
は
、
五
丁
オ
モ
テ
ま
で
し
か
 
 

残
っ
て
い
な
い
が
、
人
物
た
ち
の
対
話
の
特
徴
や
、
江
見
水
蔭
の
 
「
『
太
陽
』
初
 
 

鍍
の
 
『
取
梶
』
 
は
正
に
泉
鏡
花
の
作
に
相
違
な
い
の
だ
。
併
し
、
そ
れ
は
原
文
 
 

を
殆
ど
完
膚
無
き
ま
で
に
手
を
入
れ
た
事
も
事
賓
な
の
だ
り
体
は
鏡
花
で
、
衣
 
 

は
紅
葉
と
で
も
云
ふ
ぺ
き
で
あ
ら
う
か
」
 
（
『
硯
友
杜
と
紅
集
』
昭
和
∴
・
四
 
 

改
造
社
）
 
と
い
っ
た
証
言
か
ら
考
え
る
と
、
紅
襲
の
事
に
よ
る
も
の
と
認
め
て
 
 

誤
り
は
な
か
ろ
う
。
 
 

（
1
8
）
 
注
 
（
7
）
 
の
前
掲
書
に
よ
る
。
 
 

（
1
9
）
 
岡
保
生
 
『
明
治
文
増
の
雄
尾
崎
墜
塁
二
昭
五
九
・
一
二
 
新
典
社
）
 
を
参
照
 

（
ノ
 
ヘ
キ
ョ
ン
 
筑
波
大
学
外
国
人
受
託
研
究
員
）
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